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幌
内
小
学
校
の
前
身
は
、
明
治
29
年
、

大
谷
派
幌
内
説
教
所
（
現
在
の
宝
龍
寺
の

前
身
）
に
派
遣
さ
れ
た
岐
阜
県
蘇
原
村
の

桂
雲
寺
衆
僧
岩
城
静
政
が
、
同
説
教
所
に

併
設
さ
れ
た
東
本
願
寺
函
館
慈
善
会
幌
内

支
部
（
私
立
小
学
校
簡
易
教
育
所
）
で
、

１
年
生
か
ら
4
年
生
ま
で
の
児
童
10
数
名

を
対
象
に
、
寺
子
屋
式
の
授
業
を
行
っ
た

の
が
始
ま
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
前
年
、幌
内
へ
の
入
植
者
が
増
え
、

人
口
が
２
０
１
人
と
な
り
、
有
志
の
間
に

学
校
を
設
立
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
起
こ

り
、明
治
30
年
５
月
、校
舎
建
設
に
着
手
。

10
月
に
64
坪
の
校
舎
を
完
工
さ
せ
、
直
ち

に
約
20
人
の
子
供
た
ち
を
収
容
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
当
時
幌
内
に
住
ん
で
い
た

神
谷
有
慶
に
村
民
有
志
が
懇
望
し
て
教
壇

に
立
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

実
績
の
上
に
翌
31
年
４
月
１
日
、
こ
の
学

校
は
公
立
幌
内
尋
常
小
学
校
と
し
て
正
式

に
認
可
さ
れ
、
そ
の
編
成
は
尋
常
小
学
校

４
年
制
の
単
ク
ラ
ス
で
し
た
。
と
こ
ろ
が

33
年
５
月
、
神
谷
の
留
守
中
に
失
火
。
校

舎
は
全
焼
し
、
公
簿
や
教
材
、
機
器
お
よ

び
標
本
な
ど
の
一
切
も
焼
失
。
子
供
た
ち

は
民
家
を
借
り
て
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

神
谷
は
７
月
11
日
教
員
を
依
願
退
職
。
後

任
と
し
て
紋
別
尋
常
小
学
校
訓
導
中
村
格

が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
中
村
は
、
仮
校
舎

31
坪
２
合
を
寄
付
し
、
学
校
の
経
営
に
当

た
り
ま
し
た
。
34
年
４
月
１
日
、
尋
常
科

４
年
に
加
え
、
補
習
科
２
年
の
編
成
が
認

可
。
ま
た
、
こ
の
年
10
月
21
日
、
付
属
地

運
動
場
と
し
て
未
開
地
８
反
８
畝
５
歩
、

宅
地
２
反
25
歩
が
無
償
で
付
与
さ
れ
、
明

治
37
年
６
月
15
日
、
新
校
舎
52
坪
５
合
が

落
成
。
さ
ら
に
43
年
７
月
、
教
室
15
坪
増

設
工
事
が
完
成
し
、
２
学
級
編
成
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
10
月
に
同
校
付
属
中
幌
内

教
授
所
開
設
、
大
正
元
年
10
月
に
同
校
付

属
上
幌
内
教
授
所
開
設
が
そ
れ
ぞ
れ
認
可

さ
れ
、
幌
内
地
域
へ
の
入
植
が
進
ん
で
い

る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

大
正
５
年
９
月
に
奉
安
殿
が
新
築
さ

れ
、
翌
６
年
10
月
27
日
、
天
皇
皇
后
両
陛

下
の
御
真
影
が
下
賜
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、
学
校
経
営
が
安
定
し
諸
施
設
が

整
備
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の

で
あ
り
ま
し
た
が
、
学
校
の
規
模
と
し
て

は
大
正
５
年
度
の
卒
業
生
が
16
人
で
あ

り
、
こ
の
前
後
の
年
の
卒
業
生
が
10
数
人

で
あ
っ
た
の
を
見
る
と
、
比
較
的
小
規
模

な
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

　
大
正
６
年
９
月
１
日
、
付
属
の
上
幌
内

教
授
所
が
尋
常
小
学
校
と
し
て
分
離
独

立
。
そ
の
後
、
児
童
数
は

増
加
し
、
大
正
11
年
度
に

は
１
４
２
人
と
な
り
、
２

学
級
編
成
か
ら
３
学
級
編

成
と
な
り
、
同
年
11
月
、

教
室
20
坪
運
動
場
25
坪
を

増
築
。
明
治
43
年
に
増
築

し
た
分
15
坪
を
青
年
会
館

と
し
て
譲
渡
し
ま
し
た
。

　

昭
和
７
年
５
月
27
日
、

校
旗
を
制
定
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
に
は
校
章
が
織

り
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の

校
章
の
由
来
は
「
幌
内
小

学
校
開
校
百
周
年
記
念
誌
・
百
年
の
時
を

越
え
て
」
に
よ
る
と
、「
校
章
の
中
心
は

松
の
実
、
五
翅は

ね

の
集
合
に
し
て
、
翅は

ね

の
先

端
は
碇い

か
り

と
な
る
郷
土
を
象
徴
し
五
輪
五
常

の
北
斗
星
を
意
味
す
。
地
の
赤
色
に
燃
ゆ

る
郷
土
愛
を
盛
り
、
縁
に
北
方
開
拓
の
鍵

を
以
て
せ
り
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
い
う
五
輪
五
常
と
は
、
広
辞
苑

に
よ
る
と
、
五
輪
は
物
資
構
成
の
要
素
で

あ
る
五
大
を
円
輪
に
擬
し
て
い
う
語
で
、

地
輪
・
水
輪
・
火
輪
・
風
輪
・
空
輪
の
総

称
を
い
い
ま
す
。
ま
た
、
五
常
は
儒
教
で

人
の
常
に
守
る
べ
き
５
つ
の
道
徳
、
仁
・

義
・
礼
・
智
・
信
を
指
し
ま
す
。
ま
た
、

北
斗
星
は
古
来
こ
れ
に
よ
っ
て
時
を
測
っ

幌
内
地
域
待
望
の

　
　
　
学
び
や
が
誕
生

↑大正 11 年当時の幌内小学校↑昭和 11 年当時の幌内小学校

↑初代校長　中村　格 ↑岩城　静政

当時の
修業証書
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た
の
で
、
時
間
を
指
し
た
も
の
と
み
ら
れ

ま
す
。
製
作
者
が
深
遠
な
哲
学
・
倫
理
学

的
な
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
校
章
と
い
え
ま

す
。

　
昭
和
８
年
４
月
１
日
、
尋
常
小
学
校
補

習
科
を
廃
止
し
、
幌
内
尋
常
高
等
小
学
校

と
改
称
。
同
年
10
月
９
日
、
新
し
い
校
舎

を
建
設
す
る
た
め
、
総
坪
数
５
２
０
０
坪

の
校
舎
敷
地
接
続
地
道
路
お
よ
び
市
街
区

画
10
戸
分
を
出
願
。
認
可
を
得
て
工
事
に

着
手
し
、
昭
和
11
年
11
月
21
日
落
成
し
ま

し
た
。

　
昭
和
16
年
４
月
１
日
、
幌
内
国
民
学
校

と
改
称
し
ま
し
た
が
、
こ
の
２
カ
月
余
の

６
月
７
日
午
前
９
時
。
前
日
か
ら
降
り
続

い
た
豪
雨
の
た
め
、
幌
内
発
電
所
貯
水
ダ

ム
が
決
壊
。
荒
れ
狂
う
濁
流
と
集
積
さ
れ

て
い
た
２
万
石
の
木
材
が
川
下
の
集
落
を

押
し
流
し
、
死
者
60
人
を
出
す
と
い
う
雄

武
史
空
前
絶
後
の
大
惨
事
を
引
き
起
こ
し

た
の
で
し
た
。

　
ダ
ム
決
壊
の
と
き
、
幌
内
国
民
学
校
の

４
学
級
31
人
の
児
童
は
学
校
で
授
業
中

で
、
こ
の
学
校
が
高
台
に
あ
っ
た
の
で
直

接
被
害
は
受
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の

中
５
戸
18
人
の
児
童
が
一
挙
に
両
親
を
失

い
ま
し
た
。「
雄
武
町
の
歴
史
」
に
よ
る

と｢

一
瞬
に
し
て
両
親
や
兄
弟
を
失
っ
た

18
人
の
孤
児
に
対
し
て
も
、
も
ら
い
子
な

ど
の
申
し
込
み
が
殺
到
し
て
関
係
者
一
同

を
感
激
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
朝
野
の
あ
た
た

か
い
心
に
励
ま
さ
れ
、
村
を
挙
げ
て
復
旧

に
つ
と
め
、
戦
時
下
の
生
産
拡
充
に
力
を

つ
く
す
こ
と
を
誓
っ
た
。
な
お
60
人
の
合

同
葬
を
20
日
幌
内
国
民
学
校
で
行
い
、
慰

霊
塔
を
建
て
て
犠
牲
者
の
霊
を
慰
め
た
」

と
あ
り
ま
す
。

　
大
戦
後
の
昭
和
22
年
４
月
１
日
、
幌
内

国
民
学
校
は
雄
武
村
立
幌
内
小
中
学
校

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
幌
内
地
域

は
、
海
外
か
ら
の
引
き
揚
げ
者
や
開
拓
者

の
入
植
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
児
童
数
も
増

加
。昭
和
30
年
代
の
半
ば
こ
ろ
ま
で
毎
年
、

20
・
30
人
台
の
中
学
生
徒
を
卒
業
さ
せ
、

学
級
数
も
25
年
度
６
学
級
、
29
年
度
８
学

級
、
30
年
度
９
学
級
へ
と
累
増
。
こ
の
た

め
、既
設
の
屋
内
体
育
館
が
窮
屈
と
な
り
、

昭
和
34
年
９
月
、
広
さ
１
２
９
坪
の
体
育

館
建
設
に
着
手
し
、
12
月
に
完
成
。
こ
の

建
設
に
は
地
区
住
民
の
多
額
の
寄
付
と
作

業
奉
仕
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
42
年
10
月
１
日
、
開
校
70
周
年
記

念
式
典
・
祝
賀
会
を
挙
行
。
こ
れ
に
先
立

ち
９
月
６
日
、
校
歌
が
制
定
さ
れ
、
記
念

式
典
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
作
詞
・
作
曲

は
、
昭
和
33
年
４
月
か
ら
38
年
４
月
ま
で

第
14
代
校
長
を
勤
め
、
地
域
文
化
に
も
寄

与
し
た
竹
内
喜
三
で
し
た
。

　
昭
和
52
年
10
月
１
日
、
開
校

80
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
、

祝
賀
会
、
記
念
植
樹
、
記
念
誌

発
行
を
行
い
、
後
に
記
念
行
事
と

し
て
交
通
公
園
を
造
成
し
ま
し
た
。

　

昭
和
54
年
３
月
31
日
、
幌
内
中

学
校
が
廃
校
と
な
り
旧
雄
武
中
学

校
な
ど
他
の
中
学
校
と
と
も
に
、
新

設
の
雄
武
中
学
校
に
統
合
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
年
の
12
月
20
日
、
幌
内
小
学
校

新
校
舎
が
落
成
（
現
在
の
校
舎
）。
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
て
、
中
央
部

に
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
の
よ
う
に
吹
き
抜

け
の
あ
る
モ
ダ
ン
な
校
舎
で
、
翌
55
年

２
月
24
日
、
落
成
式
と
祝
賀
会
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
９
年
10
月
５
日
、
開
校
百
周
年

記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
挙
行
。
会
場
に

は
同
窓
生
や
旧
教
職
員
な
ど
２
７
８
人

が
出
席
し
ま
し
た
。
記
念
事
業
と
し
て

幌
内
小
開
校
百
周
年
記
念
之
碑
が
建
立

さ
れ
、
ま
た
、
記
念
碑
の
そ
ば
に
は
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
埋
設
さ
れ
、
15
年
後

の
平
成
24
年
に
こ
れ
を
開
け
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
埋
め
た
の
は
、
ク
ラ
ス
ご

と
の
「
15
年
後
の
幌
内
小
学
校
の
皆
さ

ん
へ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
児
童
の

作
文
・
工
作
・
絵
・
習
字
・
自
分
へ
の

手
紙
な
ど
個
人
に
戻
る
品
１
人
２
〜
３

点
、
協
賛
会
だ
よ
り
や
回
覧
で
地
域
の

人
々
に
呼
び
か
け
て
提
供
さ
れ
た
品
や

手
紙
な
ど
、
15
年
後
に
提
供
者
に
戻
る

品
々
で
し
た
。

　

平
成
年
代
に
入
る
と
、
過
疎
化
と
少

子
化
の
す
う
勢
の
中
、
児
童
数
が
連
年
減

少
。
平
成
４
年
度
は
50
人
だ
っ
た
児
童
数

は
、
平
成
11
年
度
に
は
21
人
と
な
り
、
以

後
10
人
台
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
の

入
学
を
見
込
め
る
予
定
児
数
も
減
り
、
さ

ら
に
乳
幼
児
も
少
な
い
た
め
、
数
年
後
に

は
極
少
人
数
の
学
校
と
な
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
平
成
13
年
度
か
ら

幌
内
地
区
山
村
留
学
推
進
協
議
会
を
発
足

さ
せ
、
校
区
外
か
ら
の
児
童
の
募
集
を
開

始
。
そ
の
後
14
年
４
月
、
山
村
留
学
生
第

１
号
の
入
学
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
10
月
７
日
、
開
校
百
周
年
を

記
念
し
て
埋
設
さ
れ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

の
開
封
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
、

卒
業
生
や
当
時
の
先
生
、
在
校
生
な
ど
が

参
列
。
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
か
ら
取
り
出
さ

れ
た
当
時
の
写
真
や
未
来
の
自
分
に
宛
て

た
手
紙
を
見
て
「
懐
か
し
い
」「
恥
ず
か
し

い
」
な
ど
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
児
童
数
の
減
少
に
伴
い
、
平
成
26
年
か

ら
「
幌
内
小
学
校
未
来
を
考
え
る
会
」
を

開
き
、
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
地
域
で
し
か
で
き
な
い
体
験
学
習
や

小
規
模
校
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
教
育
の
良

さ
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
住

民
の
了
解
を
得
て
「
閉
校
」
と
い
う
結
論

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
10
月
11
日
、
幌
内
小
で
行
わ

れ
た
閉
校
式
で
は
、
歴
代
の
教
職
員
や
同

窓
生
な
ど
が
多
数
出
席
。
式
で
は
、
在
校

児
童
５
人
が
「
脈
々
と
受
け
継
が
れ
た
学

校
生
活
、
楽
し
い
思
い
出
が
走
馬
灯
の
よ

う
に
駆
け
巡
る
日
々
が
過
ぎ
、
今
日
こ
の

日
を
迎
え
ま
し
た
。
幌
内
小
が
閉
校
し
て

も
、
幌
内
小
魂
は
未
来
へ
受
け
継
が
れ
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
幌
内
小
の
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
お
別
れ
の

言
葉
を
群
読
で
披
露
す
る
と
、
会
場
か
ら

は
惜
別
の
涙
で
包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
幌
内
小
を

し
の
ぶ
会
」
で
は
、
同
窓
生
や
旧
教
職
員

に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
、
在
校
児
童
に
よ
る
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
、
出
席
者

全
員
で
最
後
の
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

児
童
の
減
少
、

　
　
そ
し
て
閉
校
へ
―

↑閉校式に出席する歴代の教職員や同窓生など

↑閉校式で群読を披露する在校児童

↑偲ぶ会で会食を行う出席者

↑偲ぶ会でアトラクションを行う児童
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１
１
８
年
間
の
輝
か
し
い
歴
史
に
幕

が
か
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
長
き
に

わ
た
っ
て
多
く
の
秀
逸
な
人
材
の
輩
出

と
、
数
々
の
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
て

こ
ら
れ
た
足
跡
を
か
ん
が
み
る
と
、
本

町
の
教
育
行
政
を
預
か
る
も
の
の
一
人

と
し
て
万
感
、
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
間
地
域
の
皆
さ
ま
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
学
校
な
ら
び
に
子
供

た
ち
に
対
し
て
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
愛

情
を
そ
そ
が
れ
る
と
と
も
に
積
極
的
な

　
歴
史
を
顧
み
る
と
、
明
治
30
年
、
現
在

の
宝
龍
寺
の
前
身
で
あ
る
真
宗
大
谷
派
慈

善
会
幌
内
説
教
場
で
寺
子
屋
を
開
き
、
読

み
書
き
を
教
え
た
の
が
始
ま
り
で
、
31
年

に
公
立
幌
内
尋
常
小
学
校
と
し
て
認
可
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
22
年
に
幌
内
小
学
校
と
改
称
と
な

り
、
幌
内
中
学
校
が
併
置
さ
れ
、
地
域
の

発
展
と
と
も
に
教
育
環
境
整
備
も
盛
ん
に

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
児
童
生
徒
数
の
減
少

は
残
念
な
が
ら
避
け
る
こ
と
が
難
し
い
中
、

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
ブ
ル
ー
の
海
原
を
眼

前
に
美
し
き
山
並
み
を
背
に
し
た
幌

内
小
学
校
。

　

こ
こ
に
無
数
の
物
語
が
あ
り
、
無

数
の
感
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ

た
子
ど
も
た
ち
は
や
が
て
、
地
域
を

担
う
人
材
と
し
て
社
会
に
巣
立
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

今
、
閉
校
を
控
え
過
去
の
ア
ル
バ

ム
や
周
年
記
念
誌
等
の
記
録
を
ひ
も

118 年の歴史 と伝統に幕が下りる

引
き
継
が
れ
た
校
風
は
、

消
え
る
も
の
で
は
な
い
。

閉
校
と
な
っ
て
も
、

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て

残
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

歴
史
あ
る
学
校
の
閉
校
は

望
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、

よ
り
良
い
環
境
で
の

立
派
な
人
間
形
成
の
た
め
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
の
伝
統
は
バ
ト
ン
の

よ
う
に
受
け
渡
さ
れ
、

教
育
の
あ
ゆ
み
は
心
の
中

に
い
つ
ま
で
も
光
り
輝
き

続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

町
長中

川
原
秀
樹

教
育
委
員
長

佐
藤
正
人

幌
内
小
学
校
長

菅
原
敏
行

歴史は閉じても人々の心の中にいつまでも受け継がれる   

昭
和
54
年
に
は
中
学
校
が
廃
止
。
同
年
に

は
現
校
舎
が
落
成
し
、
児
童
の
学
び
や
と

し
て
、
ま
た
、
地
域
の
教
養
の
場
と
し
て
、

そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、
社

会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
教
育
を
取
り
巻

く
環
境
も
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
る

状
況
の
折
り
、
地
域
の
方
々
の
大
き
な
英

断
と
深
い
ご
理
解
の
も
と
、
１
１
８
年
の

輝
か
し
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
閉
校
す
る

こ
と
に
至
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
開
校
以
来
、
今
日
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た

多
く
の
皆
さ
ま
方
の
ご
厚
情
に
対
し
、
衷

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

特
に
へ
き
地
に
お
い
て
児
童
の
幸
せ
を
願

い
、
日
夜
、
最
善
の
努
力
を
さ
れ
、
素
晴

ら
し
い
教
育
実
践
に
成
果
を
上
げ
て
こ
ら

れ
た
歴
代
校
長
を
は
じ
め
教
職
員
の
方
々

に
対
し
ま
し
て
は
、
深
甚
の
敬
意
を
表
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
関
係
者
一
同
を
代
表

し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
児
童
の
皆
さ
ん
は
、
素
直
で
常
に
明
る

い
心
で
学
び
、
先
輩
が
築
い
て
き
た
素
晴

ら
し
い
伝
統
の
あ
る
校
風
を
守
り
続
け
て

来
ら
れ
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま

す
。
そ
し
て
、
引
き
継
が
れ
て
き
た
こ
の

校
風
は
、
決
し
て
消
え
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
学
校
で
学
ば
れ
た
多
く
の

方
々
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
、
い

つ
ま
で
も
残
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
、
ぜ
ひ
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
さ

ら
に
歴
代
の
諸
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
困
難
な
環
境
に
克
服
さ
れ
な
が

ら
、
本
町
の
教
育
推
進
に
多
大
な
る
尽

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
教
育
の
目
標
は

人
格
の
完
成
と
心
身
の
健
全
育
成
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
と
こ
ろ
、
当
校
の
教
育

目
標
に
あ
ら
た
め
て
見
る
と
き
「
共
に

生
き
る
子
」「
考
え
る
子
」「
や
り
抜
く

子
」
と
な
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
教
育
の

神
髄
に
か
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
育
成

が
な
さ
れ
て
き
た
も
の
と
大
き
く
称
賛

す
る
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
す
ば
ら
し
い
教
育
を
実
践
さ
れ
、
か

つ
高
い
効
果
を
積
み
重
ね
て
き
た
学
校

の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
は
教
育
委

員
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
決
し
て
望
む

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
無
限
の

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
子
供
た
ち
を
よ

り
よ
い
環
境
に
お
い
て
、
立
派
な
人
間

形
成
の
目
標
に
到
達
さ
せ
よ
う
と
す
る

な
ら
ば
、
こ
の
た
び
の
閉
校
に
至
る
ま

で
の
地
域
の
苦
労
や
思
い
を
重
く
受
け

止
め
つ
つ
も
、
閉
校
と
な
る
こ
と
に
つ

い
て
は
何
と
ぞ
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。
最
後
に
関
係
各
位
か

ら
い
た
だ
い
た
今
日
ま
で
の
ご
厚
志
と

ご
支
援
に
対
し
、
教
育
委
員
会
と
し
て

深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

と
く
度
に
、
こ
れ
ま
で
幌
内
小
学
校

を
築
い
て
こ
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
対
し

深
い
敬
意
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　

開
校
以
来
今
日
ま
で
、
保
護
者
、

地
域
の
方
々
の
献
身
的
な
支
え
と
先

輩
教
職
員
の
情
熱
に
よ
っ
て
、
幌
内

小
学
校
か
ら
は
有
為
の
人
材
が
社
会

に
輩
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
３
者
で

作
る
良
き
教
育
の
伝
統
は
、
バ
ト
ン

の
よ
う
に
次
か
ら
次
へ
と
受
け
渡
さ

れ
、
新
た
な
る
人
材
が
次
々
と
生
ま

れ
育
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
人
は
宝
な
り
、
子
ど
も
は
未
来
の

希
望
そ
の
も
の
」
と
い
う
こ
と
を
幌

内
小
学
校
の
歴
史
が
語
っ
て
い
ま
す
。

１
１
８
年
間
歩
み
続
け
て
き
た
幌
内

小
学
校
は
、
ま
さ
に
輝
か
し
き
歴
史

と
伝
統
に
満
ち
た
も
の
で
す
。

　

幌
内
小
学
校
で
の
教
育
の
あ
ゆ
み

が
卒
業
生
一
人
一
人
の
心
の
中
に
い

つ
ま
で
も
光
り
輝
き
続
け
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

創
立
以
来
、
今
日
ま
で
本
校
教
育

推
進
の
た
め
に
、
ご
尽
力
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
対
し
、

心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

Messages  For  School  Closing
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幌内小学校が閉校と聞いてがっか
りしました。幌内小学校の思い出
はたくさんあるけど、特に２つあ
ります。1 つ目は、スノーフェス
ティバルです。親子スキーをし
て楽しかったです。2 つ目は、最
後の学芸会です。劇でのセリフも
ばっちりでした。よさこいでの声
も出して楽しかったです。幌内小
学校の 6 年間の思い出は、大人
になっても大事にしたいと思いま
す。本当にお世話になり、ありが
とうございました。

村田 優月 くん
閉校になると聞いたときは、悲し
かったです。昔は 10 人ぐらいだっ
たのに、今は５人ととても少なく
なりました。この６年間つらい事
もありましたが、とても楽しかっ
たです。そして６年間で一番楽し
かったのは、親子スノーフェスティ
バルです。スキーをしたり、ブルー
ムボールをしたりと、とても楽し
かったです。そして、中学校に行っ
たら特に勉強をがんばりたいです。
英語が不安なので英語を頑張りた
いです。お世話になりました。

村田　陸 くん

高野　幸治 さん
幌内小学校閉校事業協賛会長、幌内自治会長

幌内小学校は、管内最北の伝統校として 1800 余名にのぼる有能な人材
を世に送り出してきましたが、児童数も減少が著しく平成 26 年から「幌
内小学校未来を考える会」を開き、話し合いを重ねてきました。この地
域でしかできない体験学習や小規模校だからこそできる教育の良さも数
多くありましたが、地域住民の了解を頂き誠に残念ですが閉校すること
になりました。閉校にあたり協賛会を設立し、記念誌の発行や式典を挙
行しました。その際、準備等に関係各位からの温かいご理解とご支援に
深く感謝とお礼を申し上げます。幌内小学校の素晴らしい歴史と伝統が、
今後も多くの人々に永遠に語り継がれることを祈念しています。

幌内小学校が閉校すると、お父さ
ん、お母さん、先生から聞いた時、

「そっか。やっぱりそうだよな」
と心の中で思いました。さびしい
気持ちでいっぱいだけど、まだあ
まり閉校するという感じはしませ
ん。幌内小学校は、先生と児童は
とても仲が良くて、毎日休み時間
には楽しく遊んですごく楽しいで
す。閉校してもみんな仲が良いま
までいたいです。幌内小学校、そ
して地域の皆さん、5 年間本当に
ありがとうございました。

古山　彰一 さん
幌内小学校 PTA 会長

PTA でも何度も会議を開き、閉校について話し合いを重ねてきました。
118 年の歴史を閉じる判断をわれわれの世代で行っていいものかと悩み
ました。今まであった学校が閉校してしまうということは、地域の 1 つ
の文化拠点が無くなってしまうことであり、その寂しさは卒業生・保護者・
教職員だけでなく、幌内の地域に関わる全ての人にとって計り知れない
ものがあると思います。しかし、子供たちにとって、より多くの集団で
学ぶことのメリットもたくさんあると思い、閉校という苦渋の決断をし
ました。これからは、学校と地域が関わることは無くなりますが、今ま
で以上に子供たちを温かい目で見守ってほしいと思います。

万
感
の
思
い
を
胸
に

母
校
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

幌内小学校が閉校になるのでがっ
かりしました。でも私が大人に
なってからもう一度、幌内小学校
に戻って担任の先生や友達と勉強
したいです。でも幌内小学校に戻
れなくても、違う小学校に通って、
友達や先生と生活していきたいで
す。幌内小学校ではいろいろな思
い出があります。みんなで楽しく
遊んだり、勉強したりしました。
別れるのはつらいですが、新しい
学校でがんばります。幌内小学校
のみなさん、2 年間ありがとうご
ざいました。さようなら。

幌内小学校が閉校になるのは、す
ごく悲しかったです。なぜかとい
うと、生徒が少なくなってもいけ
るんじゃないかと思ったからで
す。たとえ 3 人でも 2 人でも 1
人でも僕は構いません。でも僕は、
雄武小学校へ行ってもがんばりま
す。幌内小学校での一番の思い出
は「夏の親子のつどい」で、水でっ
ぽうを使ってみんなと戦ったこと
です。服がびしょびしょになりま
したがとても楽しかったです。幌
内のみなさん、お世話になりまし
た。さようなら、また会う日まで。

古山　凜 さん 村田 夕奈 さん 高野 紫琉 くん
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最
後
の
卒
業
式

１
１
８
年
間
の
歴
史
に
幕
を
告
げ
る
最
後
の
卒
業
式
。

地
域
に
支
え
ら
れ
た
学
校
が
今
、
終
わ
り
を
迎
え
る
。

　

幌
内
小
学
校
最
後
の
卒
業
式

と
な
る
「
第
69
回
卒
業
証
書
授
与

式
」
が
３
月
24
日
、
同
校
体
育
館

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
卒
業
式
に

は
児
童
と
教
職
員
、
保
護
者
を
は

じ
め
、
地
域
の
人
た
ち
な
ど
40
人

あ
ま
り
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、
卒
業
生

２
人
が
担
任
の
先
生
に
先
導
さ
れ

入
場
。
出
席
者
全
員
で
国
歌
、
校

歌
を
斉
唱
し
た
後
、
菅
原
敏
行
校

長
か
ら
卒
業
生
に
卒
業
証
書
が
、

在
校
生
に
は
修
了
証
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　
菅
原
校
長
は
式
辞
の
中
で
「
卒

業
に
あ
た
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
、
感
謝
す
る
こ
と
、
困
難
に

負
け
な
い
こ
と
の
３
つ
を
お
願
い

し
た
い
。
そ
し
て
、
自
分
自
身
の

可
能
性
を
信
じ
、
自
信
を
持
っ
て

一
歩
一
歩
進
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
佐
藤
正
人
教
育
委
員
長

は
「
誰
も
一
人
で
は
成
長
で
き
ま

せ
ん
。
周
り
の
人
た
ち
に
支
え
ら

れ
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
人
た
ち
か
ら
も
ら
っ
た

力
を
生
か
す
の
は
自
分
自
身
。
一

人
ひ
と
り
が
秘
め
た
大
き
な
可
能

性
が
花
開
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
在
校
生
に
よ
る
お
祝
い
の
言
葉

で
は
、「
中
学
校
に
行
っ
て
も
勉

強
に
部
活
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
。
と
も
に
過
ご
し
た
日
々
を
、

僕
た
ち
は
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ま
せ

ん
」
と
卒
業
生
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
表
し
ま
し
た
。そ
れ
を
受
け
、

卒
業
生
が
６
年
間
の
思
い
出
を
振

り
返
り
な
が
ら
「
ど
ん
な
時
も
背

中
を
押
し
て
く
れ
た
お
父
さ
ん
お

母
さ
ん
。
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ

た
地
域
の
方
々
。
時
に
は
厳
し
く

時
に
は
や
さ
し
く
導
い
て
く
れ
た

先
生
方
。
幌
内
小
で
の
出
会
い
に

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
最
後

の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を

持
っ
て
進
ん
で
い
き
ま
す
」
と
感

謝
の
言
葉
を
述

べ
る
と
、
会
場
は

惜
別
の
涙
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　
閉
校
に
あ
た
り
、
校
旗
の
返
納

式
も
行
わ
れ
、
児
童
代
表
か
ら
学

校
へ
、
学
校
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
か
ら
自
治
会
へ
、
最
後
に
自

治
会
か
ら
町
へ
と
校
旗
が
返
納
さ

れ
ま
し
た
。

　
卒
業
生
退
場
で
は
く
す
玉
が
用

意
さ
れ
、
紙
吹
雪
が
舞
い
落
ち
る

中
、
出
席
者
全
員
か
ら
あ
た
た
か

い
拍
手
で
送
ら
れ
な
が
ら
、
最
後

の
卒
業
式
を
終
え
ま
し
た
。幌内小学校最後の卒

業証書授与式で、菅
原校長から卒業証書
を受け取る卒業生の
村田陸くん。
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幌内小学校　校歌
作詞・作曲　竹内喜三

光る光るオホーツクの陽よ

若い生命はのびやかに

希望あふれるこの海に

はばたくゴメの銀翼

われらは育つ幌内校

たぎるたぎる浜なすの香よ

若いほこりはふくよかに

知恵はひろがるこの空に

平和をかざす北極星

われらは学ぶ幌内校

みのるみのる天北の地よ

若い力はすこやかに

つどいきたえるこの窓に

日々せいしんの大氷原

われらは磨く幌内校

「
閉
校
」。

幌
内
地
域
の

発
展
と
と
も
に

地
域
の
学
び
や
と
し
て

多
く
の
子
供
た
ち
を

育
て
て
き
た
幌
内
小
学
校
。

あ
れ
か
ら
１
１
８
年
。

時
代
を
超
え
愛
さ
れ
て
き
た
学
校
も

少
子
化
に
よ
る
児
童
の
減
少
と
い
う

時
代
の
す
う
勢
の
も
と
に

閉
校
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
結
論
に
至
る
ま
で
に
は

地
域
と
保
護
者
が
真
剣
な
議
論
を
交
わ
し

児
童
の
将
来
の
た
め
に

ど
の
よ
う
な
選
択
肢
が
あ
る
の
か
、

検
討
に
検
討
を
重
ね
た
上
で
の

苦
渋
の
決
断
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

地
域
か
ら
学
校
が
な
く
な
る
こ
と
は
、

地
域
の
衰
退
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
未
来
を
切
り
開
く
児
童
の
た
め
に
出
し
た
答
え
は
、

決
し
て
後
ろ
向
き
な
考
え
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
今
、

幌
内
地
域
は
し
っ
か
り
と
前
を
向
い
て
歩
き
始
め
て
い
ま
す
。

一
歩
一
歩
、
先
人
が
築
き
上
げ
た
大
地
を
踏
み
し
め
る
よ
う
に
。

特
集　
閉
校　
（
完
）

【
参
考
文
献
】　
雄
武
町
百
年
史
、
雄
武
町
の
歴
史
、
幌
内
小
学

校
閉
校
記
念
誌
、
幌
内
小
学
校
開
校
百
周
年
記
念
誌
、
幌
内
小

学
校
開
校
80
周
年
記
念
誌
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まちのできごと

↑巧みな技で相手コートへ球を送る選手

町民卓球大会

強烈なスマッシュ次々
　雄武町卓球協会主催による町民卓球大会が、スポー
ツセンターで行われました。小学生から一般まで20
人以上が出場。男女シングルスとダブルス、混合ダブ
ルスなど７種目に分かれ、優勝を目指して熱戦を繰り
広げました。混合ダブルスでは、惜しくも破れてしま
いましたが、大人たちのチームに果敢に挑んでいった
中学生のチームに、周りから暖かい拍手が送られてい
ました。

3/
6

3/
2

通年雇用化意識啓発セミナー

自由か安定かを考える

↓通年雇用をすすめる講師の小嶋さん

↓相手チームの球をかいくぐり、旗を奪取する選手

　町民雪合戦大会が雄武小グラウンド
を会場に行われ、父母などの熱い声援
を受けながら、優勝を目指して熱戦を
繰り広げました。今年で27回目とな
る大会では、小学生４チーム約20人
が出場。この日のために２週間ほど前
から毎日練習を重ねてきたこともあ
り、試合では息の合ったプレーが披露
されました。優勝チーム「トワイラ
イト７MKⅡ」のリーダー高宮成生君
（雄武小６年）は、「練習ではなかなか
勝つことができなかったけど、作戦を
練って優勝することができました」と
うれしそうに答えてくれました。

↑風船にアタックする子供たち

ミニバレー大会2/
27

3/
5

舞灯雄武ビアパーティー

迫力の演舞に大興奮
　町内YOSAKOIチーム「舞灯雄武」による恒例のビ
アパーティーが、町民センターで開かれました。この
パーティーでは毎年強豪チームが出演。18回目を迎え
る今年は「夢

ゆめそ う ら ん

想漣えさし」「遨
すさび

＆光一天」「北海道大学
“縁 ”」の３チームが会場に駆けつけました。色鮮やか
な衣装に身を包んだ踊り手たちは、掛け声や笑顔とと
もに、息の合った一糸乱れぬ演舞を披露。会場に訪れ
た多くの来場者から、拍手と声援が送られていました。

↑グランプリを受賞した田巻さんの作品

町観光協会デジタルフォトコンテスト

　町内で撮影された「初日の出」をテーマとした、デ
ジタルフォトコンテスト（町観光協会主催）の結果が発
表されました。１月１日から20日までに撮影された写
真が対象。全14作品の応募があり、専門家により絞り
込んだ4作品を若草保育所の園児24人が審査しまし
た。グランプリには、田巻智美さん（興部）の「寒い朝」
が選ばれ、担当者は「晴れた日が2日間しかなかったが、
素晴らしい写真ばかりでよかった」と話していました。

2/
24

3/
3

若草保育所おひなまつり会

今日は楽しいひなまつり
　桃の節句のこの日、若草保育所でおひなまつり会が
開かれました。初めに子供たち全員で、「うれしいひな
まつり」を元気に合唱。その後、ビンゴ大会を実施しま
した。景品は、先生が作ったかわいいキャラクター付き
のメダル。ひなまつりにちなんだ絵が描かれたカードに、
子供たちはビンゴを目指してシールを貼っていました。
ビンゴになった子供たちは、先生からメダルを首にかけ
てもらい、とてもいい笑顔を浮かべていました。

↓迫力の演舞を披露する「夢
ゆめそうらん

想漣えさし」の踊り手たち

↓メダルを手に笑顔の子供たち

みんなで楽しく対決

町民雪合戦大会2/
28 激闘！雪上の格闘技

美しい一瞬の日の出

　季節労働者などを対象とした、通年雇用化意識啓発
セミナー（西紋別地域通年雇用促進支援協議会主催）
がホテル日の出岬で開かれました。セミナーでは、小
嶋亜希子・社会保険労務士が「季節労働は時間の面で
自由になることは多いが、安定を考えると通年雇用が
おすすめ。通年雇用を目指すための講習や優遇制度を
活用してください」と説明。参加者は「制度を活用で
きるなら利用していきたい」と話していました。

　児童センターでミニバレー大会が行われ、小学生
14人が参加し心地よい汗を流しました。参加者は、
３チームに分かれてリーグ戦形式で対決。試合では、
通常のボールの代わりに風船を使用し、いつもとは
違った球の軌道に悪戦苦闘しながら、必死に風船を追
いかけていました。試合後には、用意されたジュース
やお菓子を食べながら、チームの健闘をたたえあって
いました。
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情報ひろば情報ひろば
　
町
で
は
、
交
通
費
助
成
券
を
交
付
し
、

町
内
で
ハ
イ
ヤ
ー
を
利
用
し
た
際
の
基
本

料
金
分
を
助
成
し
ま
す
。

◉
居
宅
老
人
交
通
費
助
成

対
象
者
・
交
付
枚
数　
自
動
車
を
持
っ
て

い
な
い
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

①
満
75
歳
以
上 

24
枚

②
満
70
歳
以
上
の
単
身
世
帯　
24
枚

③
満
70
歳
以
上
の
夫
婦
世
帯　
18
枚

④ 

満
70
歳
以
上
で
自
動
車
運
転
免
許
証
を

自
主
返
納
し
た
人　

対
象
者
の
世
帯

状
況
に
よ
り
24
枚
ま
た
は
18
枚

※ 

年
度
途
中
で
対
象
と
な
っ
た
場
合
、
決

定
月
か
ら
月
割
計
算
と
な
り
ま
す
。

必
要
書
類　
印
鑑
、
生
年
月
日
が
確
認
で

き
る
書
類
（
保
険
証
な
ど
）、
各
種
手
帳
、

④
に
該
当
す
る
人
は
「
運
転
免
許
の
取
消

通
知
書
」
等
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
た
こ
と
を
証
明
で
き
る
書
類

◉
重
度
身
体
障
害
者
ハ
イ
ヤ
ー
料
金
助
成

対
象
者　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

① 

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
の

下
肢
障
害
、
体
幹
機
能
障
害
、
視
覚
障

害
の
い
ず
れ
か
が
あ
る
人

②
療
育
手
帳
Ａ
判
定 

交
付
枚
数　
43
枚

必
要
書
類　
印
鑑
、
生
年
月
日
が
確
認
で

  問い合わせ　役場 ☎ 84 － 2121　保健福祉課 ☎ 84 － 2023　地域包括支援センター ☎ 84 － 4495　教育委員会 ☎ 84 － 4240

選
考　
選
考
委
員
会
を
設
置
し
、
提
出
さ

れ
た
小
論
文
な
ど
に
よ
り
総
合
的
に
選
考
。

報
酬
な
ど　
１
日
に
つ
き
５
０
０
０
円
の

報
酬
と
旅
費
を
支
給
し
ま
す
。

問
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
１
１
‐
２
９
０
‐
５
６
０
１

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

き
る
書
類
（
保
険
証
な
ど
）、
各
種
手
帳

申
請
場
所　
役
場
庁
舎
別
館
窓
口

※ 

町
税
な
ど
を
滞
納
し
、
納
付
に
つ
い
て

著
し
く
誠
実
性
を
欠
く
場
合
は
、
交
付

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

請
求
書
、
診
断
書
（
手
当
用
の
診
断
書
で

請
求
日
か
ら
１
カ
月
以
内
に
作
成
さ
れ
た

も
の
。
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
人
は
、
診
断

書
を
省
略
で
き
る
場
合
あ
り
）、
振
込
先

口
座
申
出
書
（
金
融
機
関
の
証
明
印
が
必

要
）、
受
給
資
格
に
関
す
る
同
意
書
、
生

計
維
持
に
関
す
る
調
書
（
別
居
監
護
申
立

書
）、
個
人
番
号
カ
ー
ド
も
し
く
は
通
知

カ
ー
ド
（
請
求
者
と
対
象
児
童
分
）

※ 

書
類
は
発
行
か
ら
１
カ
月
以
内
の
も
の

に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
個
々
の
状
況
に

応
じ
て
別
の
書
類
を
要
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

手
当
額

　
１
級　
５
万
１
５
０
０
円

　
２
級　
３
万
４
３
０
０
円

※ 

手
当
は
認
定
を
受
け
る
と
、
請
求
月
の

翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
、
４・
８
・
11
月

の
年
３
回
、
支
払
月
の
前
月
ま
で
の
分

が
、
指
定
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

税
　
金

交
通
費
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

改
正
前　
４
１
９
９
０
円
〜
９
９
１
０
円

改
正
後　
４
２
３
２
０
円
〜
９
９
９
０
円

※ 

児
童
扶
養
手
当
証
書
は
、
支
給
額
に
変

更
が
生
じ
ま
す
が
、
現
在
の
証
書
を
そ

の
ま
ま
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
新
た
な

証
書
の
交
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

◉
犬
の
排
せ
つ
物
は
必
ず
持
ち
帰
る
。

◉ 

公
共
の
場
所
や
私
有
地
な
ど
に
オ
シ
ッ

コ
を
さ
せ
な
い
。

◉ 

必
ず
リ
ー
ド
な
ど
に
つ
な
ぐ
。（
公
園

内
で
も
犬
を
放
す
行
為
は
法
令
に
よ

り
罰
せ
ら
れ
ま
す
）

問
住
民
生
活
課
環
境
衛
生
係

社
会
福
祉

児
童
扶
養
手
当
受
給
額
の
改
定

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
（
ど
ち

ら
か
所
得
の
高
い
人
が
受
給
者
）、
ま
た

は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、

父
母
や
養
育
者
、
児
童
が
国
内
に
住
所
を

有
し
な
い
場
合
や
、
児
童
が
障
害
事
由
の

年
金
を
受
給
で
き
る
場
合
、福
祉
施
設（
入

所
施
設
）
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

障
害
等
級
１
級　
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
・
２
級
程
度
の
身
体
障
害
、
療
育
手
帳

の
判
定
が
Ａ
程
度
の
知
的
障
害
、
ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
程
度
の

精
神
障
害 

障
害
等
級
２
級　
身
体
障
害
者
手
帳
３
級

程
度
の
身
体
障
害
ま
た
は
日
常
生
活
に
著

し
い
制
限
を
受
け
る
程
度
の
知
的
障
害
も

し
く
は
精
神
障
害
（
身
体
障
害
者
手
帳
を

所
持
し
て
い
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※ 

い
ず
れ
も
、
診
断
書
な
ど
を
基
に
北
海

道
で
判
定
を
行
い
ま
す
。

必
要
書
類　
印
鑑
、
戸
籍
謄
本
（
請
求
者

と
児
童
分
） 

、
住
民
票
の
写
し
（
請
求
者

と
対
象
児
童
を
含
む
世
帯
全
員
分
、
認
定

　
本
年
度
１
回
目
の
健
診
を
、
６
月
４
日

㈯
・
５
日
㈰
、
雄
武
町
国
民
健
康
保
険
病

院
で
行
い
ま
す
。
検
査
項
目
や
受
付
時
間

な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
途
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課
保
健
係

高
齢
者
等
入
浴
優
待
券
を
交
付
し
ま
す

対
象
者　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
満
70
歳
以
上

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級 

③
療
育
手
帳
Ａ
判
定 

④
精
神
障
害
者
手
帳
１
級 

交
付
枚
数　
12
枚

※ 
年
度
途
中
に
①
〜
④
に
該
当
す
る
こ
と

と
な
っ
た
場
合
、
該
当
月
の
翌
月
か
ら

月
割
計
算
と
な
り
ま
す
。

必
要
書
類　
印
鑑
、
生
年
月
日
が
確
認
で

き
る
書
類
（
保
険
証
な
ど
）、
各
種
手
帳

申
請
場
所　
役
場
庁
舎
別
館
窓
口

※ 

町
税
な
ど
を
滞
納
し
、
納
付
に
つ
い
て

著
し
く
誠
実
性
を
欠
く
場
合
は
、
交
付

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
児
童
扶
養
手
当
の
額
は
、
政
令
に
よ
り

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
４
月
以
降
は
現

在
の
手
当
額
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

◉
全
部
支
給
（
月
額
）

改
正
前　
４
２
０
０
０
円

改
正
後　
４
２
３
３
０
円

◉
一
部
支
給
（
月
額
）

環
境
衛
生

　
28
年
度
分
の
土
地
・
家
屋
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
が
始
ま
り
ま
す
。

　
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

と
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
本
人

の
所
有
す
る
土
地
や
家
屋
の
価
格
と
、
雄

武
町
内
の
ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の
価
格
と

を
比
較
で
き
る
制
度
で
す
。

縦
覧
期
間　
5
月
31
日
㈫
ま
で

　
９
時
〜
17
時
ま
で
（
土
日・祝
日
除
く
）

縦
覧
場
所　
役
場
税
財
管
理
課
窓
口

縦
覧
の
で
き
る
人

 ・ 

町
内
に
所
在
す
る
土
地
・
家
屋
に
係
る

固
定
資
産
税
の
納
税
者
本
人

 ・
代
理
人（
委
任
状
ま
た
は
同
意
書
必
要
）

問
税
財
管
理
課
課
税
係

　

  Information

雄武漁協から 2千万円の寄付

産業活性化に役立てて
　3 月 22 日㈫、雄武漁業協同組合（片
川隆市代表理事組合長）から町に対し、
2 千万円の寄付目録が贈呈されました。
　雄武漁協では、一昨年の大しけによる
ホタテの減産を余儀なくされましたが、
片川組合長は「町の支援やホタテの高値
によって、苦境を乗り越えられた。これ
は浜の汗の結晶であり、少しでも町の活
性化に役立ててほしい」と目録を手渡し
ました。中川原町長は「町財政が厳しい
中、大変ありがたく、町の産業活性化に
有効活用させていただく」と感謝の言葉
を述べました。
　町では、具体的な寄付金の活用方法を
検討し、地域産業の成長による所得の向上
につながる施策の強化に努めていきます。
問財務企画課財政係

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
住
民
税

課
税
世
帯
に
対
す
る
入
院
時
食
事
療
養
標

準
負
担
額
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。

負
担
額
（
食
事
代
・
１
食
に
つ
き
）

◉
４
月
１
日
〜

　
３
６
０
円
（
変
更
前　
２
６
０
円
）

◉
30
年
４
月
１
日
〜

　
４
６
０
円
（
変
更
前　
３
６
０
円
）

※
指
定
難
病
の
人
は
２
６
０
円
に
据
置
き

問
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
１
１
‐
２
９
０
‐
５
６
０
１

問
保
健
福
祉
課
保
険
給
付
係

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
住
民
の
代
表
と
し
て
制
度
の
運
営
に

関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
運
営
協
議

会
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　
道
内
在
住
の
満
20
歳
以
上

（
議
員
や
公
務
員
な
ど
を
除
く
）

応
募
人
数　
５
人

任
期　
７
月
か
ら
２
年
間

応
募
方
法　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
、
保
健
福
祉
課
窓
口
に
あ
る
応
募

要
領
を
参
照
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　
４
月
28
日
㈭

特
定
健
診
等
集
団
健
診

保
　
健

犬
の
散
歩
マ
ナ
ー

医
　
療

運
営
協
議
会
委
員
を
募
集

入
院
時
食
事
療
養
標
準
負
担
額
の
変
更

募
　
集

　
犬
の
排
せ
つ
物
を
回
収
せ
ず
に
道
路
や

草
む
ら
に
放
置
す
る
行
為
が
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
正
し
い
マ
ナ
ー
で
散
歩
さ
せ

ま
し
ょ
う
。
不
快
に
思
う
人
が
多
数
い
る

こ
と
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。
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実
施
期
間　
４
月
20
日
㈬
〜
30
日
㈯

重
点
目
標

 ・
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

 ・ 

放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
予
防
対
策

の
推
進

 ・ 

特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る
防
火
安

　
大
切
な
自
転
車
を
盗
難
被
害
か
ら
守
る

た
め
、
自
転
車
に
備
え
付
け
の
鍵
以
外
に

も
、
Ｕ
字
型
錠
な
ど
の
丈
夫
な
鍵
で
ツ
ー

ロ
ッ
ク
を
し
、
大
切
な
自
転
車
を
盗
難
被

害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
万
が
一
、
被
害
に
遭
っ
た
と
き
の
た
め

に
、自
転
車
の
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
防
犯
登
録
の
手
続
き
は
、
自
転
車
の
販

申
し
込
み　
役
場
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
収
入
が
あ
る
人
の
前
年
分
の
源
泉
徴
収

票
ま
た
は
確
定
申
告
書
の
写
し
、
住
民
記

載
事
項
証
明
書
、
納
税
証
明
書
（
町
外
者

の
み
）
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
４
月
15
日
㈮

選
考
方
法　
申
し
込
み
多
数
の
と
き
は
、

住
宅
困
窮
度
の
高
い
人
か
ら
決
定
し
ま
す
。

※ 

町
税
な
ど
に
滞
納
が
あ
る
と
入
居
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

政
令
月
収
〜
給
与
所
得
者
は
１
年
間
の

給
与
所
得
控
除
後
の
金
額
に
、
自
営
業

者
は
１
年
間
の
事
業
所
得
か
ら
必
要

経
費
を
控
除
し
た
金
額
に
、
扶
養
控
除

な
ど
を
行
い
12
で
除
し
た
も
の
で
す
。

※ 

住
宅
使
用
料
の
支
払
い
は
、
納
付
書
で

の
納
付
と
口
座
振
替
が
あ
り
ま
す
。

※ 

住
宅
の
情
報
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入

居
申
込
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
税
財
管
理
課
管
財
係

道
に
迷
っ
た
り
、
沢
に
転
落
す
る
事
故
が

起
き
て
い
ま
す
。
慣
れ
た
山
で
も
油
断
す

る
と
「
危
険
な
落
と
し
穴
」
が
あ
り
ま
す

の
で
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

山
菜
採
り
を
行
う
際
の
留
意
事
項

 ・ 

家
族
に
行
き
先
地
と
帰
宅
時
間
を
知
ら

せ
、
単
独
で
の
入
山
を
避
け
る
。

 ・ 

服
装
は
赤
や
黄
色
系
の
目
立
つ
色
に

し
、
携
帯
電
話
、
非
常
食
、
水
、
熊
鈴
、

笛
を
携
行
す
る
。

 ・ 

道
に
迷
っ
た
時
は
、
体
力
の
消
耗
を
抑

え
る
と
共
に
発
見
さ
れ
や
す
い
場
所
を

探
す
な
ど
、
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
。

ヒ
グ
マ
に
会
わ
な
い
た
め
の
留
意
事
項

売
店
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

自
転
車
盗
難
防
止
の
基
本

 ・ 

わ
ず
か
な
時
間
の
駐
輪
で
も
必
ず
ツ
ー

ロ
ッ
ク

 ・ 

自
宅
敷
地
、
管
理
地
で
も
油
断
せ
ず
に

ツ
ー
ロ
ッ
ク

 ・
防
犯
登
録
を
忘
れ
ず
に

問
興
部
警
察
署

☎
８
２
‐
２
１
１
０

　

全
対
策
の
徹
底

 ・ 

製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け
た
取
組

の
推
進

 ・ 

多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し
に
対
す
る

火
災
予
防
指
導
等
の
徹
底

 ・
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

実
施
期
間
中
の
行
事　
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

員
対
象
の
防
火
映
画
の
放
映
を
実
施

※
そ
の
他
防
火
対
象
物
査
察
を
実
施
予
定

問
紋
別
地
区
消
防
組
合
消
防
署
雄
武
支
署

  　Information

オホーツク紋別空港利用助成制度

平成 30 年 3 月末まで継続
　オホーツク紋別空港の利用促進、観光振興などを
目的として創設した「雄武町オホーツク紋別空港利
用促進助成制度」について、対象期間を２年延長し
平成 28 年４月１日から平成 30 年 3 月 31 日まで
適用することとなりました。

 ・ 
ヒ
グ
マ
の
出
没

情
報
の
あ
る
場

所
へ
は
立
ち
入

ら
な
い
。ま
た
、

早
朝
、
夕
方
、

悪
天
候
時
で
薄

暗
い
時
は
野
山

に
入
ら
な
い
。

 ・ 

野
山
に
は
仲
間

と
入
り
、
鈴
を
鳴
ら
す
な
ど
し
て
、
音

で
人
の
存
在
や
接
近
を
ヒ
グ
マ
に
知
ら

せ
る
。

問
興
部
警
察
署

☎
８
２
‐
２
１
１
０

防
災
関
連
商
品
等
の
不
適
正
取
引
事
例

　
最
近
、
道
内
で
は
消
防
職
員
を
詐
称
す

る
者
か
ら
防
災
グ
ッ
ズ
に
関
す
る
説
明
の

不
審
電
話
の
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。現
在
、

雄
武
町
に
お
い
て
被
害
は
発
生
し
て
い
ま

せ
ん
。
消
防
署
で
は
、
防
災
関
連
商
品
や

消
防
用
設
備
な
ど
の
販
売
は
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
不
審
な
電
話
や
悪
徳
販
売
な
ど

に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

不
正
取
引
事
例　
高
齢
女
性
宅
に
消
防
署

と
名
乗
る
者
（
氏
名
は
名
乗
ら
ず
、
番
号

は
非
通
知
）
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
○
○
消

防
署
で
す
が
、
今
、
消
防
署
で
は
お
ひ
と

り
さ
ま
の
家
に
災
害
用
の
グ
ッ
ズ
の
説
明

を
し
て
い
る
の
で
電
話
し
ま
し
た
」
と
言

わ
れ
、
家
人
が
「
私
は
１
人
暮
ら
し
で
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
応
対
す
る
と
「
す
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
消
防
署
の
間
違
い
で
し
た
」

と
言
っ
て
電
話
を
切
り
ま
し
た
。
不
審
に

思
っ
た
女
性
が
町
内
会
の
集
ま
り
で
周
囲

に
相
談
し
、
消
防
署
へ
連
絡
し
た
方
が
い

い
と
言
わ
れ
、
消
防
へ
連
絡
し
た
も
の
。

問
紋
別
地
区
消
防
組
合
消
防
署
雄
武
支
署

春
の
火
災
予
防
運
動

防
　
犯

自
転
車
に
は
防
犯
登
録
と
ツ
ー
ロ
ッ
ク

住
　
宅

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

▼
魚
田
団
地
①
②

　
（
昭
和
52
・
53
年
建
設
）

2戸・3DK・単身不可 １戸・3LDK・単身不可

▼
旭
日
団
地
①

　
（
平
成
10
年
建
設
）
▼
旭
日
団
地
②

　
（
平
成
６
年
建
設
）

▼
潮
見
団
地
②
③

　
（
昭
和
62
・
63
年
建
設
）

１戸・3LDK・単身不可

▼
潮
見
団
地
①

　
（
昭
和
57
年
建
設
） １戸・3LDK・単身不可

▼
末
広
2
区
団
地

　
（
昭
和
58
年
建
設
）
▼
緑
町
団
地

　
（
平
成
23
年
建
設
）

▼
幌
内
団
地

　
（
昭
和
59
年
建
設
）

政　令　月　収
家　　　　　　　　　賃

魚田団地① 魚田団地② 幌内団地 潮見団地① 潮見団地② 潮見団地③ 末広 2 区団地 緑町団地 旭日団地① 旭日団地②
ア 0 円 ～ 104,000 円 9,100 円 9,400 円 12,400 円 13,200 円 17,400 円 16,500 円 13,000 円 18,200 円 23,900 円 22,700 円

イ 104,001 円 ～ 123,000 円 10,500 円 10,900 円 14,400 円 15,200 円 20,100 円 19,000 円 15,000 円 21,000 円 27,600 円 26,200 円

ウ 123,001 円 ～ 139,000 円 12,000 円 12,400 円 16,400 円 17,400 円 22,900 円 21,800 円 17,200 円 24,000 円 31,500 円 30,000 円

エ 139,001 円 ～ 158,000 円 13,600 円 14,000 円 18,600 円 19,700 円 25,900 円 24,600 円 19,400 円 27,100 円 35,600 円 33,900 円

オ 158,001 円 ～ 186,000 円 15,500 円 16,000 円 20,300 円 22,300 円 29,600 円 28,100 円 20,700 円 31,000 円 40,600 円 38,700 円

カ 186,001 円 ～ 214,000 円 15,800 円 17,400 円 20,300 円 22,300 円 34,100 円 32,400 円 20,700 円 35,800 円 46,900 円 44,700 円

別表
（オ、カは就学前の子供がいる世帯、高齢者・障害者世帯に限る）

１戸・3LDK・単身不可2戸・3LDK・単身不可 1戸・2LDK・単身不可1戸・3LDK・単身不可

消
　
防

山
菜
採
り
に
よ
る
事
故
防
止

　
例
年
、
山
菜
の
愛
好
家
が
行
者
ニ
ン
ニ

ク
や
タ
ケ
ノ
コ
採
り
の
た
め
に
入
山
し
、

　　助成額

◉町民
　片道１万円・往復２万円。
◉ 親戚知人や観光客など道外からの町内宿泊者と、

町外から雄武町に通勤している人
　片道５千円・往復１万円
※ 満 3 歳以上 12 歳未満の子供で、小児運賃の適用

を受けた場合は、上記金額の半額となります。
※ 助成額よりも割安な航空運賃プランを利用した場

合は、航空運賃プランの額と同額を助成します。

　　申請方法

　紋別―羽田間の航空機搭乗後 60 日以内に役場窓
口へ申請書を提出してください。

　　必要書類

① 申請用紙（役場窓口、町ホームページから入手で
きます）

② 搭乗券、搭乗案内（白いレシート）もしくは搭乗
証明書

③ 申請者と搭乗者それぞれの運転免許証、健康保険
証の写しなど住所記載の公的身分証明書

④印鑑、口座番号
⑤ 申請者と搭乗者が異なる場合（親子・親族関係に

限る）、続柄関係がわかる戸籍証明や住民票

財務企画課
　企画調整係

　　問い合わせ
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受
付
期
間　
４
月
15
日
㈮
ま
で

※
電
子
申
請
は
４
月
13
日
㈬
ま
で

１
次
試
験　
５
月
８
日
㈰

２
次
試
験　
６
月
中
旬
〜
７
月
上
旬

最
終
合
格
発
表　
７
月
29
日
㈮
予
定

採
用
予
定　
29
年
４
月
以
降

※ 

採
用
試
験
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

受
験
申
込
書
の
配
布
・
受
付
は
興
部
警

察
署
で
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
興
部
警
察
署

☎
８
２
‐
２
１
１
０

世
帯
の
人
。
そ
れ
以
外
の
代
理
人
が
届
け

出
す
る
場
合
は
、
本
人
か
ら
の
委
任
状
・

代
理
人
の
本
人
確
認
書
類・印
鑑
が
必
要
。

届
出
期
間　
雄
武
町
に
転
入
し
た
日
か
ら

14
日
以
内
。

◉
転
出
届
（
雄
武
町
か
ら
町
外
へ
）

必
要
書
類　
届
出
人
の
運
転
免
許
証
・
パ

ス
ポ
ー
ト
・
保
険
証
な
ど
本
人
確
認
が
で

き
る
書
類
。
ま
た
、
転
出
証
明
書
を
発
行

す
る
た
め
、
転
出
先
の
住
所
が
分
か
る
よ

う
に
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

届
出
人　
本
人
ま
た
は
届
け
出
時
点
で
同

一
世
帯
の
人
。
そ
れ
以
外
の
代
理
人
が
届

け
出
す
る
場
合
は
、本
人
か
ら
の
委
任
状・

代
理
人
の
本
人
確
認
書
類・印
鑑
が
必
要
。

届
出
期
間　
転
出
す
る
日
ま
で
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
せ
ず
に

引
っ
越
し
た
場
合
は
、
転
出
後
14
日
以
内

に
届
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。
遠
方
に
転
出

し
た
場
合
な
ど
、
郵
送
に
よ
る
届
け
出
も

可
能
で
す
。
そ
の
際
は
事
前
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◉
転
居
届
（
町
内
に
お
け
る
異
動
）

　
町
内
で
住
所
が
変
わ
る
場
合
は
、
転
居

届
が
必
要
で
す
。
転
入
・
転
出
届
と
同
様

に
、
本
人
確
認
書
類
な
ど
を
持
参
の
上
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
住
民
票
に
建
物
名
な
ど
を
記
載

　
27
年
４
月
１
日
か
ら
、
次
の
対
象
と
な

る
建
物
に
居
住
す
る
人
が
転
入
と
転
居
の

届
け
出
を
す
る
際
、
建
物
名
と
部
屋
番
号

の
記
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
届
け
出
の

際
に
対
象
と
な
る
建
物
の
居
住
者
か
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
建
物　
町
営
住
宅
、
教
員
住

宅
、
社
宅
、
民
間
ア
パ
ー
ト
な
ど

問
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

警
察
官
採
用
試
験

そ
の
他

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
統
合
・
移
転

試
　
験

　
春
は
転
勤
や
進
学
、
就
職
な
ど
引
っ
越

し
の
シ
ー
ズ
ン
。
そ
の
際
は
忘
れ
ず
に
住

所
異
動
の
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◉
転
入
届
（
町
外
か
ら
雄
武
町
へ
）

必
要
書
類　
こ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た
市
区

町
村
か
ら
転
出
す
る
際
に
交
付
を
受
け
た

転
出
証
明
書
、
届
出
人
の
運
転
免
許
証
・

パ
ス
ポ
ー
ト
・
保
険
証
な
ど
本
人
確
認
が

で
き
る
書
類
、
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
持
っ
て
い
る
人
）

届
出
人　
本
人
ま
た
は
転
入
後
の
住
所
で

同
一
と
な
る
世
帯
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
総
合
戦
略
審
議
会
答
申

あ
な
た
も
名
人
に
な
れ
る
？

行
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
答
申
さ
れ
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
10

年
後
も
４
千
人
台
を
維
持
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
お
り
、
詳
し
い
内
容
は
５
月
号

の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
財
務
企
画
課
企
画
調
整
係

　
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
23

年
の
農
業
改
良
助
長
法
の
施
行
以
来
、
農

作
物
の
収
量
向
上
と
農
家
経
営
の
安
定
を

目
指
し
、
技
術
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
近
年
の
高
度
化
・
多
様
化
す
る
普
及

事
業
へ
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
専

門
性
の
高
い
職
員
を
配
置
す
る
た
め
、
本

年
４
月
か
ら
網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
紋
別
支
所
興
部
分
室
を
紋
別
支
所
に

統
合
し
、
紋
別
支
所
を
移
転
し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
き
め
細
や
か
で
専
門
性
の

高
い
普
及
活
動
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

４
月
以
降
の
連
絡
先

網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
紋
別
支
所

紋
別
市
渚
滑
町
６
丁
目
11
番
地
の
13

（
西
部
耕
地
出
張
所
２
階
）

☎
０
１
５
８
‐
２
４
‐
２
５
２
１

お
済
み
で
す
か
？
届
出
は
14
日
以
内
に

　

  　Information

　ホテル日の出岬は、皆さまのおかげで 18 年目を迎えま
した。いつもありがとうございます。これからもホテル日
の出岬にお越しいただく皆さまに、快適に過ごしていただ
けるよう、施設内の改修・修繕などを行ってきました。
☞�客室のテレビを以前よりも大きなサイズに変更し、新た
にコーヒーマシンを設置。
☞ �2 階の洋室宴会場「太陽の間」と廊下のカーペット張り
替え、2階和室宴会場の障子の張り替え。
☞�浴場に設置しているリンスインシャンプーをやめ、シャ
ンプーとコンディショナーをそれぞれ単品に順次変更。
☞�朝食メニューの内容を充実させ、イクラ、かまぼこ、フ
ルーツなどを追加。それに伴い朝食料金を 1,100 円か
ら 1,500 円に改定しました。朝食メニューだけでなく、
レストランの通常メニューも一部変更・追加しました。
なお、朝食は宿泊されないお客さまでも召し上がること
ができます。（前日までの連絡が必要です）

ホテル日の出岬は町民の皆さまの大切な財産
です。ぜひ、ご利用をお待ちしています。

ホテルに対するご意見、ご要望があり
ましたら、何なりとご連絡ください。

オホーツク温泉ホテル日の出岬
☎ 85‐ 2626

　

知
っ
て
い
ま
す
か
「
北
海
道
ら
し
い

食
づ
く
り
名
人
」。
現
在
、
北
海
道
に

１
７
１
人
の
食
づ
く
り
名
人
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
食
づ
く
り
名
人
と
は
、
北
海
道
ら
し
い

食
づ
く
り
名
人
登
録
制
度
に
登
録
し
た
人

で
あ
り
、
北
海
道
で
は
名
人
の
持
つ
技
な

ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま

す
。

　
誰
で
も
名
人
に
な
れ
る
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
道
内
に
在
住
し
、
北
海
道
ら
し
い

食
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
、
必
要
な
知
識

や
技
術
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な

り
ま
す
。

　
北
海
道
で
は
、
地
域
の
風
土
や
食
文
化

な
ど
を
生
か
し
た
、
多
種
多
様
な
「
北
海

道
ら
し
さ
」を
持
っ
て
い
る
皆
さ
ま
を「
食

づ
く
り
名
人
」と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
食
づ
く
り
名
人
が
い
る
の
？

 ・
ダ
ッ
タ
ン
そ
ば
づ
く
り
名
人

 ・ 

浜
の
か
あ
さ
ん
が
埋
も
れ
た
食
材
に
着

ホテル日の出岬からのお知らせ

18 年目を迎えました！

目
！
海
の
恵
み
を
お
い
し
く
い
た
だ
く

名
人

 ・ 

完
全
手
打
ち
！
厳
選
素
材
を
使
っ
た

「
そ
ば
」
づ
く
り
名
人

 ・ 

地
産
地
消
に
こ
だ
わ
る
居
酒
屋
料
理
名

人

 ・ 

コ
ン
ブ
１
本
勝
負
！
浜
の
母
さ
ん
コ
ン

ブ
名
人

 ・ 

酪
農
の
文
化
を
子
供
た
ち
に
伝
え
る
名

人

 ・
チ
ー
ズ
作
り
名
人

 ・
昆
布
巻
き
づ
く
り
名
人

GW　  ゴールデンウィーク特別企画！
　　ゴールデンウィーク期間を前半と後半に分け、特別ラ
ンチを提供します！前半は洋食 or 中華のワンプレートラ
ンチ、後半は洋食バイキングを予定しています。
◉ 4月 29日金～ 5月 1日日　11時～ 15時
　ワンプレートランチ（洋食・中華）ドリンクバー付
　大人　1200円　キッズプレート 800円
◉5月3日火～5日木　11時～15時（13時30分までに入店）
　洋食バイキング　ドリンクバー付
　大人　1500円　子供　800円（４歳～小学生）
※�期間中、軽食コーナー「ゆゆゆ」では、ラーメン、そば、
カレーを提供します。

 ・
ア
イ
ヌ
の
伝
統
料
理
名
人

 ・ 

北
海
道
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
お
菓
子

名
人
素
材
の
味
を
引
き
立
て
る
食
品
加

工
名
人

 ・ 

意
外
と
奥
が
深
い
！
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
名

人
な
ど

申
し
込
み　
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
薦

他
薦
は
自
由
で
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問 

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
産
業
振
興
部

農
務
課　

☎
０
１
５
２
‐
４
１
‐
０
７
８
０

　
3
月
17
日
㈭
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
に
基
づ
く
雄
武
町
の
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
と
総
合
戦
略
が
、
諮
問
機
関
で
あ
る
策

定
審
議
会
（
田
口
洋
会
長
、
16
人
）
か
ら

町
へ
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
役
場
を
訪
問
し
た
田
口
会
長

と
福
士
職
務
代
理
者
か
ら
町
長
へ
答
申
書

が
伝
達
さ
れ
、
町
長
は
、「
熱
心
に
審
議

し
て
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
る
。
次
期

総
合
計
画
に
反
映
さ
せ
、
人
口
対
策
を
実

答申書を伝達する田口会長と福士代理者



2223 広報おうむ広報おうむ 広報おうむ広報おうむ

建
設
水
道
課

▼ 

総
務
課
付
係　
砂
原　
雄
爾
（
財
務
企

画
課
企
画
調
整
係
）

▼ 

庶
務
係
兼
職
員
厚
生
係　
武
田　
浩
明

（
新
規
採
用
）

庶
務
係
兼
職
員
厚
生
係
）

▼ 

戸
籍
住
民
係　
一
ノ
戸　
千
尋
（
新
規

採
用
）

総
務
課

財
務
企
画
課

▼ 

企
画
調
整
係
兼
財
政
係　
原　
直
道

（
新
規
採
用
）

税
財
管
理
課

▼ 

税
財
管
理
課
長
兼
管
財
係
長　
中
村　

文
隆
（
保
育
所
長
兼
児
童
セ
ン
タ
ー
館

長
兼
児
童
セ
ン
タ
ー
係
長
）

▼ 

課
税
係
長　
川
口　
敦
史
（
保
健
福
祉

課
保
険
給
付
係
長
）

▼ 

管
財
係　
毛
利　
宗
義
（
新
規
採
用
）

住
民
生
活
課

保
健
福
祉
課

▼ 

農
地
整
備
係
長　
苫
米
地　
幸
二
（
住

民
生
活
課
環
境
衛
生
係
長
）

▼ 

農
務
係
長　
小
野　
隆
行
（
住
民
生
活

課
住
民
活
動
係
主
査
）

▼ 

農
地
整
備
係
兼
農
務
係　
落
合　
俊
公

（
農
務
係
兼
林
務
係
）

▼ 

商
工
観
光
係
兼
林
務
係　

今　
良
太

（
商
工
観
光
係
）

▼ 

農
務
係
兼
農
地
整
備
係　
濱
野　
航
汰

（
国
営
推
進
係
兼
農
務
係
）

産
業
振
興
課

町
有
施
設
整
備
室

▼ 

建
設
水
道
課
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長

山
崎　
佳
之
（
税
財
管
理
課
長
兼
管
財

係
長
）

▼ 

建
設
水
道
課
長
補
佐
兼
土
木
管
理
係
長

田
原　
慎
也
（
土
木
管
理
係
長
）

▼ 

都
市
計
画
係
長　
永
井　
栄
次
（
都
市

計
画
係
長
兼
下
水
道
係
長
）

▼ 
水
道
業
務
係
長　
林
崎　
光
也
（
同
係

主
査
）

▼ 
下
水
道
係
長　
下
斗
米　
勇
（
下
水
道

係
主
査
兼
水
道
係
主
査
）

▼ 

土
木
管
理
係
兼
都
市
計
画
係　
大
庭　

悟
（
土
木
管
理
係
兼
下
水
道
係
）

▼ 

水
道
係
兼
下
水
道
係　

佐
々
木　
誠

（
町
有
施
設
整
備
室
建
築
係
兼
建
設
水

道
課
土
木
管
理
係
）

会
計
管
理
者

教
育
振
興
課

▼ 

土
木
管
理
係　
田
中　
良
平
（
新
規
採

用
）

▼ 

業
務
係
理
学
療
法
士　

神
尾　
典
寿

（
新
規
採
用
）

▼  

住
民
生
活
課
長
兼
住
民
活
動
係
長　
新

谷　
朋
人
（
保
健
福
祉
課
長
補
佐
兼
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
副
所
長
）

▼ 

環
境
衛
生
係
長　
武
藤　
知
憲
（
教
育

振
興
課
教
育
総
務
係
長
）

▼ 

戸
籍
住
民
係
主
査　
澁
谷　
有
紀
（
議

会
事
務
局
庶
務
係
主
査
兼
議
事
係
主
査
）

▼ 

住
民
活
動
係　
山
口　
雄
也
（
総
務
課

介
護
老
人
保
健
施
設

▼  

警
防
係
長　
嶋
村　
猛
（
同
主
任
）

消
防
署
雄
武
支
署

▼
渡
邊　
孝
司
（
建
設
水
道
課
長
）

▼ 

橋
本　
聡（
教
育
振
興
課
学
校
給
食
係
）

▼ 

野
原　
沙
織
（
保
育
所
保
育
士
）

▼ 

大
場　
利
昭
（
町
有
施
設
整
備
室
建
築
係
）

退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

▼ 

保
健
福
祉
課
長
補
佐
兼
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
副
所
長　
河
原　
学
（
産
業

振
興
課
農
務
係
長
兼
国
営
推
進
係
長
）

▼ 
保
険
給
付
係
長　
前
田　
忠
和
（
税
財

管
理
課
課
税
係
長
）

▼ 

社
会
福
祉
係　
栗
本　
夕
菜
（
住
民
生

活
課
戸
籍
住
民
係
）

▼ 

保
険
給
付
係　
滝
谷　
貴
大
（
住
民
生

活
課
戸
籍
住
民
係
）

▼ 

社
会
福
祉
係　
佐
々
木　
広
太
郎
（
新

規
採
用
）

▼ 

保
健
係　
白
鳥　
佐
也
加（
新
規
採
用
）

▼ 

会
計
管
理
者　
淡
路　
至
尊
（
住
民
生

活
課
長
兼
住
民
活
動
係
長
）

雄
武
町
職
員
人
事
異
動

４
月
１
日
付
・（　
）
内
は
前
職

▼
日
の
出
北
町
職
員
住
宅
改
修
工
事

７
５
６
万
０
千
円

㈱
大
和
建
設

▼
保
健
師
住
宅
改
修
工
事２

６
１
万
４
千
円

㈱
オ
ダ
建
設

▼
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
改
修
工
事

 

１
５
３
３
万
６
千
円

 

㈲
浜
口
電
気
商
会

▼
役
場
庁
舎
非
常
用
蓄
電
池
更
新
工
事

５
９
８
万
３
千
円

山
本
電
工
㈱

税
財
管
理
課

住
民
生
活
課

保
健
福
祉
課

保
育
所

▼ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
濾
過
器
付
ボ
イ

ラ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
更
新
工
事

７
７
７
万
６
千
円

㈱
中
央
製
作
所

産
業
振
興
課

▼
保
育
所
園
庭
フ
ェ
ン
ス
整
備
工
事

 

５
８
６
万
４
千
円

 

㈲
福
山
建
設

国
民
健
康
保
険
病
院

▼ 
雄
武
公
共
下
水
道
公
共
桝
設
置
工
事

（
そ
の
２
）

３
０
７
万
８
千
円

北
振
緑
化
㈱

▼ 

オ
タ
コ
ム
シ
ュ
ベ
ツ
川
改
修
工
事

６
４
８
万
０
千
円

日
東
建
設
㈱

▼
沢
木
２
号
線
外
道
路
舗
装
工
事

４
８
０
万
６
千
円

㈱
イ
シ
イ
機
械
リ
ー
ス

▼
新
日
の
出
地
区
外
排
水
改
修
工
事

５
６
９
万
２
千
円

㈱
な
が
の

▼
新
町
３
号
線
道
路
整
備
工
事

４
８
６
万
０
千
円

北
振
緑
化
㈱

▼
ナ
ヨ
ロ
川
改
修
工
事

４
９
１
万
４
千
円

日
東
建
設
㈱

入
札
結
果
公
表

平
成
27
年
度
、
町
が
行
っ
た
建
設
事
業
の
う
ち
、
27
年
８
月
28
日
か
ら
28
年
３
月

28
日
ま
で
に
発
注
し
た
主
な
工
事
の
入
札
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
発
注
し
た
建
設
工
事
は
32
件
で
、
金
額
は
２
億
４
９
８
５
万
円
で
す
。

（
担
当
課
別
、
工
事
名
、
契
約
金
額
（
千
円
未
満
四
捨
五
入
）、
契
約
相
手
の
順
）

▼
上
沢
木
開
拓
水
道
配
水
管
路
布
設
工
事

１
５
８
７
万
６
千
円

 

㈱
な
が
の

▼ 

日
の
出
岬
キ
ャ
ン
プ
場
ト
イ
レ
改
修
工

事
（
建
築
・
電
気
・
解
体
）

１
７
９
２
万
８
千
円

 

㈱
オ
ダ
建
設

▼ 

日
の
出
岬
キ
ャ
ン
プ
場
ト
イ
レ
改
修
工

事
（
給
排
水
衛
生
・
浄
化
槽
）

６
１
８
万
８
千
円

 

㈲
旭
工
業

▼
旧
医
師
住
宅
解
体
撤
去
工
事

３
７
５
万
８
千
円

㈱
大
和
建
設

▼
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
排
水
復
旧
工
事

 

５
６
１
万
６
千
円

北
振
緑
化
㈱

▼
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
整
備
工
事

 

５
８
５
万
４
千
円

 

㈲
浜
口
電
気
商
会

▼ 

雄
武
中
央
地
区
団
体
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
用
水
路
整
備
工
事

１
１
７
７
万
２
千
円

 

㈱
な
が
の

▼ 

旧
雄
武
農
業
開
発
事
業
所
車
庫
建
設
外

一
連
工
事

６
１
５
万
６
千
円

 

本
田
建
設

建
設
水
道
課

▼
雄
武
地
区
老
朽
消
化
栓
更
新
工
事

４
９
６
万
８
千
円

㈲
旭
工
業

▼
梅
小
路
配
水
管
整
備
工
事 

９
５
０
万
４
千
円

㈱
な
が
の

▼
元
稲
府
地
区
水
路
改
修
工
事 

３
８
８
万
８
千
円

北
振
緑
化
㈱

▼
雄
武
小
学
校
線
道
路
改
修
工
事

２
０
７
３
万
６
千
円

㈱
な
が
の

▼
ポ
ン
オ
コ
ツ
ナ
イ
川
改
修
工
事

２
６
６
７
万
６
千
円

北
振
緑
化
㈱

▼
東
浜
線
排
水
改
修
工
事２

９
１
万
６
千
円

北
振
緑
化
㈱

▼
雄
武
地
区
配
水
管
更
新
工
事（
そ
の
２
）

２
３
７
６
万
０
千
円

日
東
建
設
㈱

保
育
所

▼ 

保
育
所
長
兼
児
童
セ
ン
タ
ー
館
長
兼
児

童
セ
ン
タ
ー
係
長　
大
水　
麻
理
（
会

計
管
理
者
）

▼ 

保
育
士　
砂
原　
詩
織
（
新
規
採
用
）

▼ 

保
育
士　
飯
束　
美
紀
（
新
規
採
用
）

▼ 

保
育
士　
髙
橋　
利
歩
（
新
規
採
用
）

▼ 

保
育
士　
掛
川
原　
は
る
な（
新
規
採
用
）

▼ 

教
育
総
務
係
長　
高
橋　
洋
祐
（
保
健

福
祉
課
社
会
福
祉
係
主
査
）

▼ 

生
涯
教
育
係　
小
俣　
博
和
（
保
健
福

祉
課
保
険
給
付
係
）

▼ 

学
校
給
食
係　
上
野　
は
る
か
（
生
涯

教
育
係
）

▼ 

庶
務
係
主
査
兼
議
事
係
主
査　
渡
辺　

真
理
子
（
税
財
管
理
課
管
財
係
主
査
）

議
会
事
務
局

▼ 

建
築
係　
長
谷
川　
潤
（
新
規
採
用
）
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雄武町図書館（雄武町栄町）雄武町図書館（雄武町栄町）
☎84－2404☎84－2404
10時～19時（火～金曜日）10時～19時（火～金曜日）
10時～18時（土・日曜日）10時～18時（土・日曜日）
休館日　月曜日・祝日休館日　月曜日・祝日
（火・日は12時～13時まで施錠）（火・日は12時～13時まで施錠）

図書館
情報

「腰かけ」「寿退社」の時代が終わ
り、読者の平均年齢も 10 歳以上アッ
プ！婚活より終活（？）、デートよ
り飲み会にまい進する、自虐的かつ
攻撃的なお勤め女子の日常を詰め込
んだ一冊です！

今日はきつねさんのお誕生日。モリ
くんたちは、内緒でお誕生会の準
備をすることに…。いちごにちょう
ちょ、たんぽぽ、つくしなど、かわ
いくて楽しい春の冒険絵本です。

今月の新着図書 Newly-imported books

姉と弟　新 ･ 酔いどれ小籐次 4（佐伯泰英）・勘
定吟味役異聞シリーズ 1 ～ 8（上田秀人）・あの
日（小保方晴子）・天才（石原慎太郎）・罪人よや
すらかに眠れ（石持浅海）・漏洩（笹本稜平）・死
んでいない者（滝口悠生）・リーダー論（高橋み
なみ）・岳飛伝 16（北方謙三）・異類婚姻譚（本
谷有希子）・あなたのなかのやんちゃな神さまと
つきあう法（金城幸政）・おやすみ、ロジャー魔
法のぐっすり絵本（カール＝ヨハン ･ エリーン）

Orange 2（時海結衣）・矢村のヤ助（かこさとし）・
盆栽えほん（大野八生）・ありがとうエバせんせ
い（ヒラリー・ロビンソン）・地雷ではなく花を
ください（洋祥明）・きれいな空気のひみつ（学研）・
シマフクロウのかみさまがうたったはなし（まつ
したゆうり）・ゆみちゃんはねぞうのわるいこで
す（みやざきあけ美）・世にも不幸なできごと１
～７（レモニー・スニケット）

新着図書（一般書）新着図書（一般書） 新着図書（児童書）新着図書（児童書）

女子会川柳 3女子会川柳 3
壁ドンに　憧れ今は　オフィスのドン壁ドンに　憧れ今は　オフィスのドン

シティリビング編集部 +ポプラ社編集部シティリビング編集部 +ポプラ社編集部

モリくんの　いちごカーモリくんの　いちごカー

かんべ　あやこかんべ　あやこ

今月のおすすめ情報 Recommended information of this month

「クレヨンで描く　にっぽんいち　おうむさかなを　つくろう！」
絵本作家・加藤休ミ先生と、にっぽんいちの「さかな」を描こう！
みんなで一匹の大きな魚を描く、クレヨン画ワークショップを行います。雄武町だけのオリジナル、
どんな魚ができるかな？幼児、小学生から中学生、もちろん大人の方の参加も大歓迎！
参加無料です。親子そろって、または友だち同士で！たくさんのご参加をお待ちしています！！

【日時・場所】　4 月 23 日（土）　14 時～ 15 時 30 分頃　雄武町図書館
【対　象】　３歳～中学生、大人の方まで　※未就学児の場合は、同伴者と一緒にご参加ください。
【内　容】　クレヨン画ワークショップ、記念撮影など
【持ち物】　クレヨン（図書館での貸し出しもあります）
【その他】　多少、汚れてもよい服装でご参加ください。

　国民年金は、国内に住所を有する 20 歳以上 60 歳未満のす

暮らしの

年金情報国民年金への加入と保険料

べての人が加入するもので、老齢・障害・死亡により基礎年金を受けることができます。
　国民年金には、「第１号被保険者」「第２号被保険者」「第３号被保険者」の３種類があり、どの
制度に加入するかにより、保険料の納め方が異なります。

国民年金保険料学生納付特例申請

　学生納付特例制度により、27 年度に保険料納付を猶予されている人で、28 年度も引き続き在
学予定の人へ、本年３月末に基礎年金番号などが印字されたハガキ形式の学生納付特例申請書が送
付されています。

　同一の学校に在学している人は、このハガキ
に必要事項を記入し返送することで、28 年度
の申請ができます。（この場合、在学証明書ま
たは学生証の写しの添付は不要）
　なお、28 年度は学生納付特例制度を利用せ
ず、保険料の納付を希望する場合は納付書を
送付しますので、北見年金事務所国民年金課

「0157‐25‐9635」まで問い合わせください。

◉第１号被保険者

・ 加入する人
　自営業・学生など
　（20 歳～ 60 歳）
・ 加入・変更手続き
　住所地の市町村
・ 保険料の納め方
　 日本年金機構からの納付書

で納付。（納められないと
きは、免除や納付猶予の制
度あり）

・ 28 年度保険料
　16,260 円（月額）

◉第２号被保険者

・ 加入する人
　会社員・公務員
　（20 歳～ 65 歳）
・ 加入・変更手続き
　 勤務先が年金事務所に届け

出を行います。
・ 保険料の納め方
　 給与や賞与から職場の年金

制度保険料を納付。国民年
金保険料の納付は不要。

◉第３号被保険者

・ 加入する人
　会社員・公務員に扶養されて
いる配偶者（20 歳～ 60 歳）
・ 加入・変更の手続き
　 配偶者の勤務先が年金事務所

に届け出を行います。
・ 保険料の納め方
　 第３号被保険者の届け出によ

り、自分で保険料を納める必
要はありません。

※ 昭和 61 年４月以降の届け出
忘れ期間をすべて承認して
もらえます。詳しくは、北
見年金事務所お客様相談室

「0157 ‐ 33 ‐ 6007」 ま
で問い合わせください。
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ル
ー
ル
の
厳
守

　
　
18
歳
で
運
転
免
許
を
取
り
、
30
歳
頃
か
ら

55
歳
ま
で
年
間
５
万
キ
ロ
以
上
を
運
転
し
、
そ

の
後
は
、
毎
月
10
日
ほ
ど
車
を
使
っ
て
の
営
業

と
い
う
車
中
心
の
生
活
が
続
い
て
お
り
ま
し

た
。
そ
の
約
40
年
間
、
速
度
超
過
や
交
通
違
反

の
切
符
は
何
度
か
切
ら
れ
ま
し
た
が
、
事
故
は

一
度
も
な
く
、
自
分
は
事
故
と
は
無
縁
だ
と
、

ど
こ
か
に
思
い
上
が
っ
た
気
持
ち
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
４
月
、
月
例
の
営
業
出
張
で
最
後

の
訪
問
先
を
夕
方
５
時
頃
に
辞
し
て
家
路
に
向

か
い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
、
下
の
娘
が
家
内
の

実
家
が
あ
る
町
の
学
校
に
進
学
し
、
家
内
も
入

学
式
に
行
っ
て
留
守
で
し
た
。
夜
の
10
時
を
少

し
回
っ
た
頃
で
し
た
。
家
ま
で
残
り
数
十
キ
ロ

の
と
こ
ろ
で
、
突
然
私
の
車
の
直
前
に
お
ば
あ

さ
ん
が
現
れ
た
の
で
す
。
ブ
レ
ー
キ
を
踏
み
ま

し
た
が
、
車
が
減
速
す
る
ま
で
に
大
き
な
衝
撃

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
突
然
お
ば
あ
さ
ん

が
現
れ
る
訳
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
注
視
し
て

い
な
か
っ
た
だ
け
な
の
で
す
。

　
私
は
前
年
の
２
月
に
、
出
張
先
で
運
転
を
始

め
て
か
ら
初
め
て
の
人
身
事
故
を
起
こ
し
て
お

り
ま
し
た
。
保
険
会
社
の
指
示
で
一
度
お
見
舞

い
に
行
き
ま
し
た
が
、
事
故
そ
の
も
の
の
重
大

さ
に
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
な
く
終
わ
ら
せ

て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
事
故
は
、
行
政

処
分
で
免
許
の
残
り
点
数
が
５
点
で
、
免
許
停

止
短
縮
の
講
習
会
で
言
わ
れ
た
「
人
身
事
故
な

ど
を
起
こ
せ
ば
、
即
取
り
消
し
」
の
言
葉
が
頭

に
残
っ
た
だ
け
で
し
た
。
負
傷
さ
せ
た
被
害
者

の
こ
と
な
ど
思
い
出
す
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
く

な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
事
故
の
瞬
間
、
一
番
先
に
頭
を
よ
ぎ
っ
た
の

は
被
害
者
の
こ
と
で
は
な
く
「
免
許
が
な
く
な

る
」「
多
く
の
人
と
の
約
束
が
履
行
で
き
な
い
」

と
、
全
て
が
自
分
の
都
合
だ
け
で
し
た
。

　
周
囲
は
田
ん
ぼ
ば
か
り
の
一
本
道
で
、
対
向

車
も
後
続
車
も
な
く
真
っ
暗
で
し
た
。
テ
レ
ビ

の
ひ
き
逃
げ
犯
捜
査
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
番
組
な
ど

で
、
ど
ん
な
さ
さ
い
な
遺
留
品
か
ら
で
も
犯
人

を
特
定
す
る
警
察
の
様
子
な
ど
か
ら
、
逃
げ
切

れ
る
は
ず
が
な
い
と
分
か
っ
て
い
な
が
ら
、
警

察
へ
の
通
報
も
救
急
車
の
要
請
も
せ
ず
、
そ
の

場
を
去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
家
に
も
帰
ら
ず
、
誰
に
も
事
故
の
こ
と
は
話

さ
ず
、
自
分
の
頭
の
中
で
も
ん
も
ん
と
し
な
が

ら
所
用
を
片
付
け
る
日
々
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
や
は
り
逃
げ
通
せ
る
は
ず
は
な
く
、
私
は
逮

捕
さ
れ
、
連
日
取
り
調
べ
を
受
け
ま
し
た
。
お

ば
あ
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
の
も
、
そ
の
と
き
聞

か
さ
れ
ま
し
た
。
取
り
調
官
の
方
か
ら
話
の
合

間
に
言
わ
れ
た
の
も
、
私
の
一
人
よ
が
り
な
考

え
方
に
つ
い
て
で
し
た
。

　
結
審
ま
で
の
間
、保
釈
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

す
ぐ
に
ご
遺
族
に
連
絡
を
取
り
ま
し
た
が
、
会

い
た
く
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
電

話
口
で
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
か
ら
お
墓
の

場
所
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
し
た
の
で
、
そ
の

日
の
う
ち
に
お
参
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の

が
、せ
め
て
も
の
償
い
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
裁
判
所
へ
傍
聴
に
来
ら
れ
た
ご
遺
族

に
お
わ
び
の
言
葉
と
近
寄
り
ま
し
た
が
、
罵
声

が
帰
っ
て
き
た
だ
け
で
し
た
。
残
念
で
す
が
、

当
然
の
報
い
で
す
。
そ
し
て
、
懲
役
２
年
の
刑

を
言
い
渡
さ
れ
、
現
在
、
刑
務
所
で
受
刑
生
活

を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
が
ひ
と
さ
ま
に
意
見
を
申
し
述
べ
ら
れ
る

立
場
に
な
い
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
こ
で
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
の
一

端
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
毎
日
の
生
活
の
中
で
言
わ
れ
る
言
葉
「
ル
ー

ル
を
守
る
」
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
目
的
で
そ

の
ル
ー
ル
が
作
ら
れ
た
か
を
理
解
し
、
決
め
ら

れ
た
通
り
実
行
し
、
で
き
な
け
れ
ば
自
分
で
責

任
を
と
る
訓
練
が
、
刑
務
所
生
活
の
目
的
と
教

わ
り
ま
し
た
。ル
ー
ル
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
布
団
の
た
た
み
方
や
積
み
重
ね
方
ま

で
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
就
寝
の
時
間
ま

で
続
き
ま
す
。
運
動
の
時
間
と
余
暇
の
時
間
以

外
は
、基
本
的
に
話
を
す
る
こ
と
も
禁
止
で
す
。

　
こ
う
書
い
て
き
ま
す
と
、
途
方
も
な
く
厳
し

い
感
じ
が
し
ま
す
。確
か
に
厳
し
い
の
で
す
が
、

当
た
り
前
の
生
活
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
と
、

言
葉
で
書
く
ほ
ど
の
仰
々
し
さ
は
感
じ
な
く
な

り
、
率
直
に
そ
の
生
活
の
中
に
溶
け
込
め
て
い

け
る
の
で
す
。

　
規
則
正
し
い
生
活
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
縛

ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
ル
ー
ル
が
当
た
り

前
の
こ
と
と
受
け
止
め
ら
れ
る
の
で
す
。
交
通

ル
ー
ル
も
同
じ
で
、
チ
ョ
ッ
ト
だ
か
ら
速
度
超

過
を
、
違
法
駐
車
を
、
と
思
う
気
持
ち
が
大
事

故
に
つ
な
が
り
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
結
果

を
招
い
て
し
ま
い
ま
す
。
ど
ん
な
ル
ー
ル
も
、

決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
は
決
め
ら
れ
る
に
至
っ
た

理
由
が
あ
る
の
で
す
。「
ル
ー
ル
を
厳
守
す
る
」

そ
の
こ
と
を
胸
に
刻
み
、
出
所
後
も
生
活
を
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
の
場
合
、本
件
の
事
故
も
前
年
の
事
故
も
、

年
齢
か
ら
来
る
体
力
の
衰
え
が
長
時
間
運
転
の

疲
労
を
蓄
積
さ
せ
た
と
考
え
ま
す
。
年
齢
は
足

し
算
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
車
の
運
転
を
止

め
ま
す
。　
　
　
Ｓ
・
Ｙ　
自
営
業
（
63
歳
）

情
に
棹
さ
せ
ば
流
さ
れ
る
。
意
地
を
通
せ
ば

　
㈶
東
京
交
通
安
全
協
会
「
贖
い
の
日
々
」
よ
り

連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
る
交
通
事
故
。

皆
さ
ん
は
、
そ
の
報
道
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
？

「
も
し
、
そ
の
交
通
事
故
の
加
害
者
が
自
分
だ
っ
た
ら
」。

明
日
の
こ
と
は
誰
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

事
故
の
加
害
者
や
被
害
者
、
遺
族
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
す
。

広
報「
お
う
む
」で
は
、実
際
に
事
故
の
加
害
者
と
な
っ
た
人
の
手
記
を
紹
介
し
、

交
通
事
故
防
止
へ
の
込
め
ら
れ
た
思
い
を
伝
え
ま
す
。

よく、長男の嫁だから親
の面倒を見るのは

当たり前、などと言われますが、
これには法律上の根拠は全くあり
ません。
　「扶養義務」という言葉を聞いた
ことがあると思います。まず、夫婦
や親子などの直系血族や兄弟姉妹
間では、互いに当然扶養義務を負
います。もっとも、この「扶養義
務」の意味もさまざまで、例えば
親の未成熟の子を養う義務や夫婦
間で互いに扶養しあう義務は、一
般的に「生活保持義務」といいます。
これは、自分の生活程度を引き下
げてでも相手方に自分と同程度の
生活ができるようにする義務とさ
れ、俗に「最後のパンの一切れま
で分け合う義務」と言われます。
　これに対して、これ以外の親族
間での義務、例えば子が親を扶養
することや兄弟間での扶養などは、

一般的に「生活扶助義務」と言われ、
これは自分になお余裕がある場合
に負う義務とされます。
　これに対して、3 親等内の夫婦、
親子、兄弟以外の親族間では、扶
養義務を負担させる特別の事情が
あるときに、家庭裁判所で審判ま
たは調停が成立した場合に初めて
具体的に扶養義務を負うことにな
ります。
　長男の妻ですと、義父母から見
て一親等の親族（姻族）に当たり
ますが、直系血族ではありません
ので、したがって義父母からの申
し立てがあり、家庭裁判所が特別
の事情を認めて審判をするか調停
が成立した場合に初めて法律上の
扶養義務を負うことになります。
　この特別の事情については、制
限的に解釈されていて、例えば夫
婦、親子など法律上当然に扶養義
務を負う親族がいないとか、それ

脇島　正　弁護士
流氷の町ひまわり基金法律事務所

無料法律相談会（事前予約制）☎ 0158-26-2277　　
4 月 5 日㈫・5 月 10 日㈫　13 時～ 16 時　地域交流センター 2 階会議4 月 5 日㈫・5 月 10 日㈫　13 時～ 16 時　地域交流センター 2 階会議室室

　春です！入学・進学・就職と新たな世界へ旅立つ季節ですね。
さぁママと一緒に小さな一歩を踏み出しませんか？
　子育て支援センターには、すてきな出会いと親子の楽しい体験
が待っています。どうぞご利用ください。

　仲良し親子教室の入会申し込みを受け付けます
　
☆期　間　　４月中旬～ 29 年３月下旬
☆対　象　　0 歳から就学前のお子さんと保護者
☆場　所　　子育て支援センター（若草保育所内）
☆内　容　　リズム体操・手遊び・読み聞かせ他
　　　　　　月曜日　２歳児以上　10 時 00 分～ 11 時 30 分
　　　　　　水曜日　１歳児　　　10 時 00 分～ 11 時 30 分
　　　　　　金曜日　０歳児　　　10 時 30 分～ 11 時 30 分
☆開級式　　入会申し込み受付後、案内文書をお渡しします。
　　　　　　（４月 18 日予定）
※申込用紙は子育て支援センターにあります。
※希望者は、４月 15 日㈮までに申し込みください。

☆  4 月 7 日㈭は乳児健康相談のた
め、午前の利用はできません。

☆ ４月 19 日㈫に助産師子育て講
話を行います。育児中の親子、
妊婦さんはどなたでも参加で
きます。この機会に出産・育児
について、女性の健康管理につ
いてなど心が前向きになれる
話を聞いてみませんか？申し
込みは当センターか保健係へ。

～ 　お 知 ら せ 　～

STOP！交通事故

そ
の
交
通
事
故

も
し
、
自
分
だ
っ
た
ら

らの親族に扶養能力がないといっ
た場合などがこれにあたるとされ
ます。
　また、仮に夫である長男がすで
に亡くなっている場合、もし義父
母に対する扶養義務を負いたくな
いのであれば、姻族関係終了の届
け出をすることにより義父母との
親族関係は消滅し、扶養義務を生
じる余地はなくなります。この場
合、すでに扶養義務を負わせる旨
の家庭裁判所の審判や調停がなさ
れていても扶養義務は当然に消滅
します。

子育て支援センターだより

なるほど ! くらしの法律相談 【 第 48 回 】

子育て支援センター（若草保育所内）☎ 84 ‐ 4366

今月の担当

　
　
　
　
　
　
新
連
載
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「
人
の
笑
顔
が
大
好
き
で
、

苦
し
ん
で
い
る
人
の
笑

顔
を
取
り
戻
す
助
け
に
な
り
た
い
」。

　
地
元
の
旭
川
で
看
護
学
校
を
卒
業

後
、
看
護
師
と
し
て
旭
川
医
科
大
学

病
院
に
就
職
。「
旭
川
で
勤
務
し
て

い
た
と
き
、
友
達
が
雄
武
町
に
住
ん

で
い
て
、
何
度
も
遊
び
に
行
く
う
ち

に
雄
武
町
が
好
き
に
な
り
、
ず
っ
と

住
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と
移
住
を
決
意
し
、
27
年
４
月

か
ら
国
民
健
康
保
険
病
院
に
勤
務
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
は
２
階
の
病
棟
を
担
当
。「
以

前
の
職
場
で
は
、
１
つ
の
診
療
科
を

担
当
し
て
い
た
の
で
、
患
者
さ
ん
の

症
状
を
把
握
し
や
す
か
っ
た
の
で
す

が
、
今
は
総
合
的
に
い
ろ
い
ろ
な
症

状
の
方
を
看
護
す
る
た
め
、
臨
機
応

変
に
判
断
す
る
力
が
必
要
で
す
。
で

も
、
ま
だ
ま
だ
気
づ
い
て
あ
げ
ら
れ

な
い
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
い

つ
も
先
輩
方
か
ら
教
わ
っ
て
い
ま

す
」。
覚
え
た
こ
と
を
次
に
生
か
せ

る
よ
う
日
々
勉
強
中
。

　
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、
い
つ
も

笑
顔
で
い
る
こ
と
。「
患
者
さ
ん
が

病
気
や
ケ
ガ
で
不
安
な
と
き
、
そ
れ

を
少
し
で
も
取
り
除
け
る
た
め
に
も

『
笑
顔
』
は
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
」。

　
「
患
者
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
克

服
し
、
笑
顔
で
退
院
し
て
い
く
姿
を

見
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
笑
み

を
浮
か
べ
ま
す
。

　
「
雄
武
町
に
来
て
１
年
が
た
ち
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
雄
武
町
の
こ
と

を
知
り
た
い
の
で
、
ど
ん
ど
ん
教
え

て
く
だ
さ
い
」
と
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク

の
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

Fresh Talk
フレッシュトーク

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

国民健康保険病院勤務

成
な り た

田 詩
し お り

織 さん
（潮見町）

Art Museum
小さな美術館　～雄武小学校～

4
月
か
ら
、
雄
武
町
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
観
光
支
援
員
と

し
て
任
命
さ
れ
た
佐
藤
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

ー
経
歴
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
雄
武
生
ま
れ
雄
武
育
ち
。
紋
別
北

高
校
を
卒
業
後
、
東
京
の
大
学
に
進

学
し
、
32
年
間
東
京
で
暮
ら
し
て
き

ま
し
た
。
前
職
は
予
備
校
で
中
高

生
に
英
語
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
趣

味
は
、
写
真
、
音
楽
、
映
画
、
料

理
。
40
歳
の
時
か
ら
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を

始
め
、
今
も
続
け
て
い
ま
す
。
通
勤

で
は
往
復
30
㎞
を
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で

通
っ
て
い
た
の
で
、そ
れ
も
趣
味（
生

活
習
慣
）
の
一
部
に
な
り
ま
し
た
。

ー
ど
う
し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
か
？

　
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
こ
の
地
域
で

自
分
自
身
で
起
業
し
、
過
疎
化
や
少

子
高
齢
化
が
進
む
地
域
の
役
に
立
ち

みんなのひろば

地域おこし協力隊が行く！

Activity Report
地域おこし協力隊　～活動レポート～

畔川詩凛さん（4 年）

「何かをながめるサル」

Kids
わんぱくキッズ（子育て支援センター）～仲良し親子教室～

まつもと
 しほ ちゃん

いずみ
 れお くん

新田柚希くん（4 年）

「とげとげざる」

池田萌音さん（4 年）

「りりしいさるの横顔」

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
か

ら
で
す
。

ー
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
？

　
雄
武
が
持
つ
素
晴
ら
し
い
自
然
や

食
材
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
情
報
発
信
し
、
道
内
外
に
そ
の

魅
力
を
伝
え
て
い
け
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。

ー
今
後
の
目
標
は
？

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ス
キ
ル
は
そ
れ
な
り
に

持
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
仕
事
に

生
か
せ
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

ー
町
民
の
皆
さ
ん
へ

　
32
年
ぶ
り
に
帰
っ
て

き
て
も
、
小
中
学
校
の

友
人
は
じ
め
近
所
の
方

に
も
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
、
感
謝
の
言
葉
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

と
も
町
の
発
展
の
た
め

に
尽
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

※ 

来
月
か
ら
は
、
協
力

隊
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

を
掲
載
し
ま
す
。

大澤龍希くん（4 年）

「ひょっとこ顔のおさるさん」

おがわ
 ゆうき くん

佐
さ と う

藤 　寧
やすし

 さん
（末広町 1 区）

※学年は３月現在
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4 月 7 日木 ♡乳児健康相談　9：00 ～

☆けん玉検定　16：00 ～

9 日土 ☆一輪車教室　10：00 ～

☆卓球教室　14：00 ～

12 日火 ♡読み聞かせフムフムの会　11：00 ～

18 日月 ♡仲良し親子教室「開級式」10：00 ～

19 日火 ♡助産師講話　10：00 ～

20 日水 ♡仲良し親子教室　10：00 ～

☆けん玉検定　16：00 ～

21 日木 ◉乳幼児健康診査　12：30 ～

22 日金 ♡仲良し親子教室　10：30 ～

23 日土 ☆入学進級おめでとう会　10：00 ～

25 日月 ♡仲良し親子教室　10：00 ～

27 日水 ♡仲良し親子教室　10：00 ～

5 月 2 日月 ♡仲良し親子教室　10：00 ～

5 日木 ☆こどものつどい　10：00 ～

6 日金 ♡仲良し親子教室　10：30 ～
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内 科
（ 服 部 医 師 ） 毎週月～水曜日の診療となります。

内　　　　科
（ 高 井 医 師 ）

毎週木～金曜日の診療となりますが、29 日㈮
は祝日のため休診となります。

外科・整形外科
（非常勤医師）

15 日㈮まで、月～水曜日の診療となり、木
～金曜日は休診となります。

外科・整形外科
（ 常 勤 医 師 ） 18 日㈪から、毎日診療となります。

小 児 科 毎週月曜日が 1 日診療、金曜日が午後のみ診療となりますが、
29 日㈮は祝日のため 28 日㈭が午後のみ診療となります。

耳 鼻 咽 喉 科 毎週木曜日の午後のみ診療となります。

　イベントカレンダー

　国保病院情報（小児科と耳鼻咽喉科は、日程が
急きょ変更する場合があります   ）

☆こんにちは赤ちゃん（出生）
　鈴木ひかり（拓人・志帆／女／末広町 2 区）
　松嶋　真

し あ
愛（大和・世奈／女／幸町）

♡末永くお幸せに（婚姻）
　山口　巧（新沢木）・松本　采音（北見市）
　高橋　佳寛（末広町 2 区）・水上　明美（旭川市）
　水島　亮太（新沢木）・葛西　菜々（岩見沢市）

◉お悔やみ申し上げます（死亡）
　   傅野ミツ子 　78 歳（新町）
　角濱　繁夫　 74 歳（幌内浜町）
　佐藤　和夫　 84 歳（潮見町）
　池原　　恊　 87 歳（豊丘）
　熊谷　行義　 73 歳（幸町）
　岸田　佳彦　 56 歳（新沢木）
　辻　　悦子　 74 歳（幌内上町）

※ 出生は、出生日を含めて 14 日以内、死亡は、死亡を知っ
た日から 7 日以内に届け出をしてください。

　☞ 社会保険事務相談（事前予約制）☎ 0157-33-6007

　☞ 自動車運転免許更新時講習（事前更新手続必要）

 4 月 21 日 ㈭　雄武町民センター
 優良運転者講習　12：30 ～ 13：00
 一般運転者講習　13：20 ～ 14：20

　☞ 人口と世帯数（3 月 31 日現在）※住民基本台帳人口

　☞ 戸籍の窓口（3 月 1 日～ 3 月 31 日届け出分）※敬称略

　☞ 寄付（2 月 26 日～ 3 月 25 日受付分）　※敬称略

◎香典返しを廃して（社会福祉協議会へ）
　小松原　昇（上沢木）
　久保田　容子（幸町）
◎社会福祉のために（社会福祉協議会へ）
　池原　誠（札幌市）

4 月 21 日 ㈭  9：00 ～ 15：00  紋別市民会館

　☞ 役所への苦情、意見、相談　☎ 84-3402

行政相談所　4 月 12 日㈫ 13：30 ～ 15：30
役場町民ホール　行政相談委員　近江谷　春夫

人　口 4,569 人（日本人 4,447 人、外国人 122 人）
（前月比 21 人減 / 前年比 90 人減）

　男 2,164 人（日本人 2,127 人、外国人　37 人）
（前月比 16 人減 / 前年比 61 人減）

　女 2,405 人（日本人 2,320 人、外国人　85 人）
（前月比 5 人減 / 前年比 29 人減）

世帯数 2,197 戸（日本人 2,090 戸、外国人 107 戸）
（前月比 5 戸減 / 前年比 23 戸減）

◎診療時間　8：30 ～ 12：00（受付 11：30 まで） 13：30 ～ 17：15（受付 16：15 まで）

8日金 着任式、始業式、入学式、PTA総会
11日月 2・3学年集会、新入生オリエンテーション、新入生歓迎会
12日火 基礎力診断テスト、PTA役員会
14日木 進路ガイダンス（3年）
15日金 進路ガイダンス（2年）
28日木 生徒総会

第 229 回

雄高 FILE 校訓「風に立て」

◉28年度入学者選抜で24名が合格！
　北海道雄武高等学校入学者選抜の結果、3
月16日㈬24人の合格者が発表されました。
　今年は全員が雄武中学校からの受検でし
た。4月 8日㈮ 13時 30分から行われる入
学式で、晴れて入学が許可されます。

◉お世話になりました
　27年度をもって本校を去られる教職員を
紹介します。
　教育環境を整え、生徒を育てることに一生
懸命に取り組む中で、さまざまな思い出を作
ることができました。大きな足跡を残し、歴
史を作っていただいたことに感謝し、転任地
での活躍をお祈りいたします。
・大山　　勉校長　　　　砂川高等学校
・高沖　泰子教諭（英語）　奥尻高等学校
・田畑　広樹教諭（体育）　共和高等学校

❖編集後記

Editor's note

◉先輩と語る会
　3月7日㈪、「先輩と語る会」を行いました。
大学・短大、専門学校、公務員・民間企業の
3カ所において、３年生が１・２年生に進路
実現へ向けての心構えや実践すべきことなど
アドバイスをしました。１年生は「保育士に
なるためには笑顔が大切だということが分か
り、先輩のようにいつも笑顔でいることを心
がけたい」、２年生は「進学先を決めた時期
や気になっている学校を調べ尽くすことの重
要さなど、今後の進路活動で役立つことが
聞けてと
ても良い
時間でし
た」と話
していま
した。

OUMU High School
4
月
の
行
事
予
定

▼幌内小の閉校。平成 22 年 3 月に
閉校した栄丘小と合わせて、２度の
閉校を広報で担当することになりま
した。とてもさびしい気持ちでいっ
ぱいになりましたが、118 年の歴
史と伝統ある学校の特集記事として
携わることができたことは、とても
誇りに思っています。（櫨山）
▼今回の特集で、幌内小に何度もお
邪魔しました。私自身も高校が合併
により閉校しており、幌内小の子供
たちや先生方の様子を見ているうち
に、その時の気持ちを思い出し、私
も顔に似合わず感傷的になってしま
いました。（結城）

375 便　羽田発　10：45　→　紋別着　12：30
376 便　紋別発　13：25　→　羽田着　15：15

オホーツク紋別空港ダイヤ

お得な料金プラン
旅割 75 12,990 円～
旅割 55 13,690 円～
旅割 45 14,390 円～
旅割 28 16,390 円～

シニア空割 13,590 円～
スカイメイト 24,840 円～

※ 羽田空港施設利用料金 290 円（小
児 140 円）が別途加算されます。

無料空港送迎バス時刻表
紋別バスターミナル発 12：15
紋別空港着 12：32
紋別空港発 12：40
紋別バスターミナル着 12：57
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　雄武町民わたしたちは、オホーツクのきびしい
自然を生かし、父祖・先人の労苦を感謝しながら、
郷土愛にみちた町づくりと、ひとりひとりのしあわ
せのため、　― すこやかに、なごやかに、まめやか
に ―　励まし合い、希望と自信をもって、生きが
いある生活につとめ、たしかな未来につながる信条
をかかげて、朝夕守りとおすことを誓い合います。

雄 武 町 民 憲 章 （ 町民の誓い ）
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一、自然を生かし、住みよい環境をつくります。
一、きまりを守り、明るい社会をつくります。
一、ともに助け合い、楽しい職場をつくります。
一、元気に働き、豊かな家庭をつくります。
一、希望に生き、たくましい雄武町民となります。

　　　　　　　　　　 昭和 46 年 3 月 19 日制定
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